
    
      
        
      
    

  
        
            
                

                
清廉な女騎士は発情姫を手放せない

                

                

                水無月はな

            

        
    
        
        
目次


	
序　章　出会い

	第一章　発情

	第二章　婚約者候補

	第三章　秘め事

	第四章　狙われた姫

	第五章　羨望の矛先

	第六章　解呪

	終　章　真意





        
        
ガイド


	表紙

	扉

	目次

	本文





        
        
        
        
        
        
        
    
        [image: Sha]


    
        [image: Pro]


    
        序　章　出会い


　アルダ・バルフは王族に仕える騎士の家系に生まれた。

　このグルーヴ国では爵位を持つ者、あるいは爵位のある家の娘しか王宮で働くことが許されていない。

　爵位制度の下から二番目の地位に当たる子爵家の一人娘、アルダは幼少期から騎士修行に励んでいた。

　そして十五歳になった今日、ようやく姫の護衛を任されることとなった。

　グルーヴ国には女性しか存在しない。異界には男性というものが存在するらしいが、アルダはそれを見たことがない。だが別段、見たいとも思わなかった。

　子は二人の母から成る。産みの母と種つけの母だ。アルダの産みの母は子爵で、育ての母は男爵家の娘だった。

　早朝、アルダは王宮の片隅にある鍛錬場で剣を振っていた。剣が空くうを切る音は耳に心地よい。

　こうして剣を縦に振っていると邪念が消え、心身が清浄になる。

　もっぱら剣を扱うが、場合によっては魔術も使う。といっても、腕力を増強するというような単純なものしか使いこなせないので、物理攻撃一辺倒いっぺんとうなのには違いない。このグルーヴ国ではさほど魔術が盛んではないからだ。

　騎士は常に冷静であらねばならない。ポーカーフェイスを絶やさず、感情を表に出さないよう注意を払えと教わってきた。

　アルダは無表情で廊下を歩き、姫の私室を目指した。扉の前にいた侍女頭じじょがしらが「騎士アルダが参りました」と訪問を告げると、中からはすぐに「どうぞ、入って」という声が返ってきた。

　侍女頭が開けた扉から、アルダは目を伏せたまま中へ入る。

　この国の第一王女イレーナ・グルーヴは現在十三歳。一方的に遠目から見たことはあったが面と向かって言葉を交わすのは今日が初めてだ。

　アルダはイレーナの前に跪ひざまずき礼を尽くす。

「顔を上げて」

　凛りんとした声が頭上から降ってきた。

　ゆっくりと上を向く。

　グルーヴ国随一の輝きと褒ほめそやされる翡翠色ひすいいろの瞳と目が合った。

　窓から射し込む午後の陽射ひざしがイレーナの銀髪を照らす。緩く口角を上げてほほえむ様さまはいかにも王女然としていた。

　彼女を一言で形容するとすれば、もっとも当てはまる言葉は『可憐で高貴』だ。

　イレーナはしばらく無言だった。ひたすらジィッと見つめられている。

（だがこちらから発言するわけには……）

　発言を許可されたわけでもないのに、こちらからなにか尋ねるわけにはいかない。

　アルダはイレーナに窺うかがうような視線を向けた。本来ならこういう視線も、失礼に当たるとされ好ましいものではない。

「……これからよろしくね、アルダ」

　その言葉を聞くなりアルダはふたたび低頭した。

　イレーナの専属騎士となったアルダは、彼女の外出には必ず付き添うことになっていた。イレーナ姫は頻繁に外出するので、顔を合わせる機会が自然と多くなる。

　そうしてわかったことがある。イレーナはおてんばでいたずら好きの姫だ。これまで何度、内心「やれやれ」と思ったことか――。

「湖へ行きましょう、アルダ！」

　大輪の花が開いたような笑顔で呼びかけられた。

「かしこまりました。ですがくれぐれも――」

「軽率な行動は控えるように、でしょう？　もう聞き飽きたわ」

　イレーナは唇を尖らせる。初対面のときには見なかった表情だ。ほかにもイレーナは怒ったり笑ったりとさまざまな顔を見せてくれる。

（気を許してくれているのだろうか）

　嬉しい気持ちはあるが、かといって言うことを聞かずに突っ走られるのは困る。

「お待ちください！」

　湖へ向かう小道を歩いているときだった。周囲を警戒しながら進むアルダを無視してイレーナはどんどん先へ行った。イレーナは身軽で足が速い。あっという間に背中が小さくなる。

　太い木の幹に隠れてしまったのでアルダはいよいよ焦った。

「……姫様？」

　叢くさむらの上に倒れている。

「――っ!!」

　アルダは血相を変えて駆け寄りイレーナの体を抱き起こす。

「どうなさったのですか、姫様！」

　顔色は、脈は――。騎士として冷静に対処しなければならないというのに、突然のことに気が動転してしまって上手うまくできない。

（とにかく王宮へ戻って医者に診せよう）

　イレーナの体を抱え上げようとしたときだった。

　彼女の翡翠色の目が開いたかと思えば、ウィンクをして赤い舌を覗のぞかせる。

「なぁんてねっ！　びっくりした？」

　唖然あぜんとして固まる。体は動かず、しばらく声も出せなかった。

「心臓が……止まるかと、思いました」

　額ひたいには冷や汗をかいていた。イレーナの顔からしだいに笑みが消えていく。

「ごめんなさい。でも私ね、アルダのこういう顔を見てみたかったの」

　イレーナの右手が額ひたいの汗を拭った。そのまま頬ほほを覆われる。

「騎士が感情を表に出してはいけないと教育されていることは知っているわ。でも私の前だけは――私と二人きりのときは、許すわ」

　彼女の瑞々みずみずしい唇の端が緩やかな弧を描く。

「ありのままのあなたを見せて」

　極上の笑みを前にしてドキンッと胸が鳴る。いや、胸騒ぎというべきだろうか。

　あとから思えばこれがきっかけだった。

　仕えるべき主で、いたずらの過ぎる姫。植物が水を吸い上げるようにじっくりと、自分の中で特別な存在になっていった。

（私は――）

　彼女に惹かれている。だがこの想いには絶対に気づかれてはいけない。

　両親から「騎士たるもの主に対してけして不埒な感情を抱いてはいけない」と教え込まれてきた。

　そうしてアルダは葛藤の日々を送ることになる。




　王宮の庭でアルダは距離を取って、ドレスアップした可憐な姫を見守っていた。

　イレーナは十四歳になっていた。このところぐんと女性らしさが増してきた。胸の膨らみがどんどん大きくなっているせいだ。

　だが少女らしさは抜けきれていない。無垢な少女と女性の狭間はざまにある。

　そういう刹那的せつなてきな美しさを感じて不埒な感情を募らせる自分が嫌になる。

　茶会のあと、イレーナが森へ行きたいと言うので散策に出たものの、アルダは喩たとえようのない不安に駆られていた。

　それもこれもきっと、空に暗雲が立ち込め森の中が薄暗いせいだ。

「姫様、王宮へ戻りましょう。なにやらよからぬ気配を感じます」

「なぁに、怖いの？」

「そういうことではなく……」

「怖いのなら手を繋いであげましょう」

　左手を取られる。小さくて柔らかな手だ。肌が触れ合っていると落ち着かないのに、離れがたさもあって複雑だった。

「あら……？」

　イレーナが急に足を止めた。彼女の視線の先を追えば、そこには祠ほこらがあった。

（これはたしか……水の祠だ）

　色とりどりの蔓薔薇つるばらに囲まれて、古めかしい花のモニュメントが祀まつられている。

　このモニュメントは女性器を表現していると聞いたことがある。

　神聖なものだからけして触れてはいけないとも。

「素敵なところね」

　イレーナが駆けだすので、アルダは慌てて声をかける。

「姫様、不用意にお手を触れませんよう」

「どうして？」

「祟たたりにあいます」

「アルダは信心深いのね。平気よ、伝承なんてほとんどが迷信なのだから。……それにしても緻密ちみつね」

　アルダの注意も虚しくイレーナは花のモニュメントに触れてしまう。

「姫様――！」

　パァッとなにかが光った。眩まばゆさに目を細める。

「いま、なにか光が……」

「私を脅おどかそうとしているの？　アルダったら、意外と子どもっぽいのね」

「違います。本当になにか見えたのです」

「はいはい。ではそういうことにしておいてあげる」

　イレーナはくるりと身を翻して先を行く。

（ん……？）

　アルダは眉間みけんに皺しわを寄せて姫に近づく。

　背中に、植物の芽のような痣あざができている。

　いや、もとからだろうか。ドレスがずれて、見えるようになったのかもしれない。姫に向かって「痣がある」などと言えない。

（どうするべきか……）

　アルダはさんざん逡巡したものの、結局はイレーナになにも告げられなかった。




　半月後のある日。侍女がイレーナの背の痣について話しているのを聞いたアルダは焦った。

　イレーナの背の痣は日々変化しており、まるで植物が成長しているようだというのだ。

「このこと……姫様には？」

　アルダの問いに、侍女頭ステラはゆっくりと首を横に振る。

「では、姫様には私からお話ししよう」

「よろしくお願いします」

　アルダは侍女の控え室を出てイレーナの執務室へ向かった。彼女の部屋には数人の侍女がいたが、席を外させた。

「姫様、折り入ってお話がございます」

「あら、なぁに？　私の背の痣のことかしら」

　アルダは眉根を寄せる。

「……気づいていらっしゃったのですか」

「ええ、まぁ」

　イレーナに焦る様子ようすはなく、いつかのように悠然としている。

　そんな態度は年齢に似つかわしくないようにも思える。イレーナはおてんばだが、王女として厳しく教育されてきたからか、妙に落ち着いたところがある。

「お体になにか変化は？」

「特にないわ。いたって健康よ」

　執務椅子に背を預け、イレーナは意味ありげに口角を上げる。

「心配してくれているの？」

「もちろんです」

「それは騎士として？」

「……ご質問の意味がわかりかねます」

「わからないふりをしているのではなくて？」

　執務机を挟んで彼女の向かいに立っていたアルダは身を竦すくませてたじろいだ。

　二つ年下とはいえ、問いただされると威圧感が凄まじい。

　王家の血筋ゆえか、あるいは生まれ持った高貴さゆえか――。

「……ごめんなさい。あなたを困らせたいわけじゃないの」

　イレーナは視線を外して息をつき、椅子から立ち上がる。

「私は本当に大丈夫だから」

　くるりとうしろを向いて窓辺に立ったイレーナの背中を凝視する。

　彼女の背の痣はたしかに、半月前に見たときとは形が違っていた。

　心臓をじかに鷲掴わしづかみにされたような――どうしようもないまでの不安が湧き起こった。




　アルダはいてもたってもいられず、王宮の図書室でそういう文献がないか調べ漁ったものの、収穫はなかった。そもそも魔術書の蔵書が少ない。

　日中はイレーナの警護があるので夜中、睡眠時間を削って図書室で根気強く調べていた。

　そこへイレーナがやってくる。

「私に黙って……いったいなにをしているの」

　イレーナはほほえんではいるが、どこか冷然としている。

「……少し調べ物を」

　視線を逸らすと、目の下にできているクマを指で撫で辿られた。

「この図書室の本には痣のことは載っていないわよ」

　痣について調べていたことには気づかれている。うまい言いわけが思い浮かばずアルダは沈黙した。

　イレーナが言葉を継ぐ。

「王族だけが閲覧できる禁秘書架なら、わからないけれど」

　図書室の奥の扉を見る。

　禁秘書架――通称、開かずの間だ。

「では禁秘書架への立ち入りを許していただけませんか？」

「だめよ」

「なぜですか!?」

「ふふっ……そんなに必死になって」

　イレーナが笑う。いったいなにが面白いというのだ。

「禁秘書架へは王族しか立ち入れないよう魔術が施されているの。中の書物も持ちだすことは不可能よ。そしてその古いにしえの魔術を解除できる者はこのグルーヴ国にはもういない」

　窓辺から射した月明かりがイレーナを照らす。そのほほえみには憂いを感じた。

「自分のことは自分で調べておくから。アルダはゆっくり休んで？」

　いたずらっぽく笑うイレーナをジィッと見つめる。

　傲慢ごうまんで意地の悪い素振りを見せながらもじつはそうではない。

　彼女の行動は軽率に見えるが、実際には思いやりに溢れ、同時に計算し尽くされている。

　なにも考えていないような印象を受けるが、そうではないのだ。

　だからこそ、彼女の厚意を無下むげにはできない。

　アルダは目を伏せて「わかりました」と答えた。
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        第一章　発情


　イレーナは天蓋付きのベッドの中にいた。

　寝るときはたいていなにも着ていない。そのほうが心地よく眠れる。

　カーテンの隙間から陽の光が射し、イレーナを眠りから覚ます。

　目を開けたイレーナはむくりと身を起こし「んん～っ」と呻うめきながら両手を上げて伸びをした。張りのある乳房が上下にふるっと弾む。

　最近、肩が凝るのはこの胸のせいだ。数年前に比べるといやに大きくなった。

　それを自分で持ち上げてみる。感触はまずまずだと思う。

（どれだけ膨らんでも……アルダには見向きもされないけれど）

　イレーナは「はぁ」とため息をついて胸を両手でモミモミと揉みしだいた。

　そこへ侍女のリタが入ってくる。

「あの……姫様？」

　リタは困ったような笑みを浮かべた。

　男爵家の三女であるリタは一年ほど前に王宮に入ったが、身のまわりの世話をする侍女の一人になったのはつい先日のことである。

　真面目で気の利くリタは侍女頭ステラの信頼を得ている。

　もちろんイレーナも、彼女のことを気に入っていた。

「あぁ、おはよう」

　ベッドから立ち、侍女の手伝いを借りてシュミーズとコルセット、それからドレスを着る。リタはよけいな話はいっさいせず、なんでも朗らかに対応してくれる。

　リタの手を借りてドレスを着たイレーナは広い食堂で一人きりの朝食をとる。

　傍らでシェフが朝食の説明をしてくれるが、毎回似たような話なのでつい上うわの空になってしまう。

（アルダはいまごろ鍛錬中ね）

　彼女と初めて会ったときのことはいまでも鮮明に思いだせる。あのときはつい、ジィッと見つめてしまった。

　艶やかな黒髪に、澄みきった水底のような碧い瞳。

　無表情という仮面の奥にどんな顔が隠されているのか無性に知りたくなったのをよく覚えている。

「――さま。姫様？」

　シェフの声でハッとする。

「え、ええ。今日もとても美味しいわ」

　ほほえみかけると、シェフは満足したように破顔して去っていった。

　イレーナは小さく息をつき、フォークを口へ運ぶ。

（美味しいけれど……物足りないのよね）

　だがそれはきっと味についてではない。一人きりで食事をしていることが問題なのだと思う。

　リタを含め侍女たちをぞろぞろと引き連れて私室に戻り、窓辺に立つ。

「私が呼ぶまで下がっていいわ」

「かしこまりました」

　リタが部屋を出ていったあと、しばらくしてから扉の前で聞き耳を立てた。

　足音はしない。侍女たちは全員、隣室に入ったかあるいは侍女たちの控室へと行ったようだ。

　イレーナは一人ニンマリと笑みを浮かべ、部屋にある隠し扉をそっと開けた。

　隠し扉の向こうに広がっているのは暗い通路。ここは王族のみが知る王宮の抜け道だ。

　手持ち燭台しょくだいに立てた蝋燭ろうそくの明かり一つを頼りに、ドレスの裾を翻しながら狭い通路を駆ける。

　一本道ではないので普通は迷うところだが、幼少期からここを遊び場にしていたので難なく進むことができる。

　王宮の廊下を堂々と歩いていたのでは「どちらへ行かれるのですか」とあちらこちらで呼び止められてしまっていっこうに目的地に辿り着かないから、こうして抜け道を使うのだ。

　もうすぐ出口だ。隠し通路の内側に燭台を置き、外へ出る。すっかり息が上がってしまった。

　きょろきょろとあたりを見まわしながら、イレーナは鍛錬場へ急いだ。

　古めかしい石造りの円形鍛錬場の階段を駆け上がり、高い位置にある観覧席から階下を眺める。

「はぁ、はぁ、はぁ……」

　イレーナはたびたびこうしてアルダが鍛錬している様子をこっそりと見ている。

　うっとりとした顔で、イレーナはあらためて「はぁあ」と息をついた。

　凛々りりしいアルダから目が離せなくなる。

　アルダは若い騎士の指導もしている。鍛錬中は護衛ができないし危険なので来てはいけないと言われているが、ついついこうして見物に来てしまう。

　アルダが相手の騎士を打ち負かすと「きゃ～っ、アルダ様～！」と黄色い声が上がった。

　イレーナは面白くない。

　黄色い歓声を上げた観衆の中にはリタまでいる。先輩侍女に「暇なら見にいこう」とでも誘われたのだろう。

（騎士ってモテるものね）

　そうでなくてもアルダはあの美貌だ。彼女に口説かれたい女性はこの王宮にはごまんといることだろう。

（それにアルダはもう適齢期だし……）

　二十歳の彼女はグルーヴ国における結婚適齢期――王族においてはもっと早い―である。

（アルダは子爵位を継いで、もう二年。縁談は……もちろん、あるわよね）

　彼女がそれをどう扱っているのか気になるところだが、尋ねてもきっと教えてくれないだろう。「姫様には関係のないことです」と一刀両断されるのが目に見えている。

　イレーナは高みからアルダを凝視する。彼女ほど甲冑かっちゅうの似合う女性はほかにいない。陽の光に、眩まばゆいばかりに輝いている。

　不意にアルダと目が合ったイレーナは急いで物陰に引っ込んだ。心臓がバクバクと鳴ってうるさい。

（戻らなくちゃ）

　アルダの鍛錬は間もなく終わる。彼女がやってくる前に私室に戻っていなければ、いよいよ言いわけができなくなる。

　鍛錬場の階段を駆け下り、もと来た隠し通路を通って私室に戻るなり部屋の扉がノックされた。

「すぅ、はぁ」と息を整えてソファに座り「どうぞ」と入室を促す。

　顔を出したのはアルダだ。胸がドキンッとざわつく。

　アルダと同時にリタも入ってきた。紅茶を淹れはじめる。

「姫様。王宮の外へはくれぐれもお一人では出歩かれませんよう」

　王宮内では黙認するということに違いない。しかし、アルダが無表情なのが気に入らない。二人きりではないからだ。

　イレーナは茶の給仕を終えたリタに、

「ありがとう。あなたは下がっていいわ」

　するとリタは微笑を浮かべたまま「失礼します」と言って部屋を出ていった。

「見に来てはいけないと言われればよけいに行きたくなるものよ。それにアルダはもう充分、腕が立つじゃない。若い騎士への指導は別として、あなたは鍛錬など必要ないのではなくて？」

　アルダは早朝、一人で鍛錬している。その時間を減らして、一緒にいてもらいたいものだ。

　ところがアルダはふいっと視線を逸らす。

「一日でも鍛錬を欠けば腕が鈍りますから。それでは姫様をお守りできません」

　このところの彼女はこうして視線を逸らすことが多くなった。

　イレーナはソファから立ち、アルダの正面にまわり込む。

「どうして私の目を見てくれないの？」

　一瞬だけ目が合った。

「そのようなことは……」

　しかしすぐにまた逸らされる。

　アルダにとって自分は警護対象でしかないことはわかっている。それゆえ大事にされていて、それ以上の感情はないのだと。

「……庭へ散歩に行くわ。アルダ、ついてきて」

「仰せのままに」

　私室を出て廊下を歩いていると、妹のベリンダに遭遇した。

「あら、お姉様。どちらへ行かれますの？」

「庭へ散歩よ」

「私もご一緒させてくださる？」

「ええ、もちろん。行きましょう」

　イレーナとベリンダは並んで歩いた。その斜め後ろにアルダがいる。

　王宮の庭には整然とした幾何学模様きかがくもようの生け垣が広がっていた。

　ベリンダは「ふん、ふん」と鼻歌を歌っている。

「上機嫌ね、ベリンダ」

「ふふっ。先日の舞踏会でキヅナミ国の姫とお会いしたのだけれど、私たちすごくいい雰囲気なの」

「ではローゼンブルクの姫は、もういいの？」

「ええ、いいの。それよりもキヅナミの姫よっ！」

　イレーナは「あぁ、そう」と気のない相槌を打って苦笑した。

　ベリンダはつい先日、隣国ローゼンブルクの姫にふられて帰ってきたばかりだというのに切り替えが早い。

　それにしても、妹の『姫好き』には困ったものである。ローゼンブルクの姫のときだって初めは「いい雰囲気だ」と言っていたような気がする。

（勘違いでなければいいのだけれど……。でも私だって、人いもうとの心配をしている場合ではないわね）

　最近は毎日のように方々ほうぼうから婚姻の話を持ちかけられる。

　王族の結婚適齢期は十八歳とされているからだ。イレーナはちょうど一週間後にその適齢期を迎える。いや、適齢期に突入するというほうがきっと正しい。

　そうなればもう、持ちかけられる縁談の数はいまの比ではなくなるだろう。

　イレーナはアルダを盗み見てため息をつく。

　結婚相手として望んでいる人は手を伸ばせばすぐに届く距離にいるというのに、やるせない。

　アルダに想いを告げたところで叶いはしないだろう。

　そもそも身分の壁がある。

（私はたとえアルダが貴族でなくても彼女を望むわ）

　だが周りは違う。何事にも寛容な産みの母クレアを除いてだれ一人として、子爵と王女の結婚など承諾しないだろう。

「イレーナ殿下」

　侍女頭のステラだ。イレーナは心の中で「げっ」と悪態をつく。

「パトリス陛下がお呼びでございます」

「お母様が？」

　ステラは苦手だ。なにかと口うるさいし厳しい。そしてそれは種つけの母パトリスに対しても同じである。

　厳格なパトリスはステラをとても気に入っている。だから、重要な用事は必ずといっていいほどステラを通すのだ。

　ステラに声をかけられた時点で嫌な予感しかしなかった。

「そういうわけだから、行ってくるわね」

「はい、お姉様」

　ベリンダの顔には「お気の毒に」と書いてある。

　イレーナは重い足取りでアルダとともに王宮の奥処おくかに住む二人の母親のもとへ急ぐ。

　大扉の前に着くと、イレーナはアルダに目配せをした。彼女にはここで待っていてもらう。女王の私室へは――彼女たちの護衛を除いて――子爵位の騎士は入ることができない。会いたい場合は手順を踏み謁見の間で面会する必要があるのだ。

「イレーナ殿下がお見えになりました」

　ステラが言うと、中からは「どうぞ」という声が返ってきた。

　大扉の両側に立っていた騎士が扉に両手を掛ける。ギギギギ……と軋みながら白亜の扉が左右に開いた。

「ごきげんよう、イレーナ」

　産みの母――現女王のクレア・グルーヴは見事な金髪と緑眼の持ち主で、ウェーブがかった髪が印象的である。

「久しいですね」

　種つけの母――女王の伴侶であるパトリス・グルーヴは由緒正しき公爵の出だ。銀色のストレートヘアはいつ見てもよく手入れされている。

　クレアはにこやかに「よく来てくれました」と言い、パトリスは表情を変えずに「座りなさい」と椅子への着席を促す。

　イレーナが椅子に座ると、ステラが紅茶を淹れた。

「来週で十八歳ですね」

　神妙な面持ちをしたパトリスがおもむろに言った。

「早いものねぇ」

　いっぽうクレアはのほほんと笑っている。

「あなたの伴侶について、いよいよ本腰を入れて考えなければなりません」

　パトリスの提言にイレーナは「はい」と即答したものの、心の中では「ちょっと待って」と叫んでいた。

（この流れは……まずいわ）

　パトリスの言う「本腰を入れて考える」とは即すなわち「婚約者候補を立てる」ということに違いない。

「ステラ。絵姿をイレーナの前に」

「かしこまりました」

　ステラはきびきびとした動きで壁に造りつけてある棚から紙束を取りだしてローテーブルの上に並べていった。

「皆、身分や素行など申し分のない者ばかりです。さあ、イレーナ」

　イレーナはギョッとして目を剥むく。

（まさか、この中から結婚相手を選べというの!?）

　目線で訴えかけると、パトリスが平然と「よく見て決めなさい」と言うのでつい絶句してしまった。

　クレアはというと、困り顔になってソファの肘掛けに腕を預けている。

「……パトリスお母様。お心遣いはとても嬉しいのですが、この絵姿だけで決めることはできません」

「そうですね。まずは、どの者と会うかを決めるのです」

　ああ、やはり面倒なことになってきた。

（想い人がいる――と言うべきかしら？）

　扉の外にいるアルダを想う。だがそんな発言をしては「紹介しなさい」と迫られるに決まっている。

　そしてパトリスに「子爵などもってのほか」と一蹴されるのが容易に想像できる。

　パトリスは爵位や身分に強い拘こだわりを持っている。彼女自身、婚前は――クレアと結婚して女王の伴侶になる前は――公爵として国政に参画し、確固たる地位を築いていたからだ。

「……この絵姿はお預かりしても？」

　こうなればもう、とにかく時間を稼ぐしかない。

　いまここですぐに絵姿のだれかを選んでしまえば、とんとん拍子に話が進んでしまいそうだとイレーナは思った。
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　アルダは驚きに目を見開く。

　鍛錬の最中さなか、観覧席からこちらを見下ろすイレーナと目が合えば、だれだってそうなるに決まっている。

　思いがけず顔を見ることができて嬉しい気持ちと、彼女が一人で出歩いていることへの危機感が同時に込み上げる。

　だが早々に顔を引っ込めてくれてよかった。

　そうでなければ気になって鍛錬に集中できない。イレーナはいまごろ急いで私室へ戻っていることだろう。

　鍛錬を終え、イレーナの私室へと向かいながらアルダは考える。来週にはイレーナの生誕祭を控えている。十八歳を祝う宴だ。

　イレーナに誓うのは忠誠であって、永遠の愛ではない。

　自分は婚約者候補にはなれない。

　王女の伴侶となるのは侯爵以上が望ましいとされている。

　高位の――公爵あるいは王族の――推薦人がいなければ婚約者候補にすら立てない。

　わかっている。だからもう諦めている。地位も推薦人も持たない自分はどう転んでも彼女の伴侶にはなれないのだ。

（それよりもいまは姫様の……あの痣だ）

　イレーナの私室へ行くと、庭へ出ると言うので途中ベリンダとも合流して庭を散策した。イレーナは背の痣をまったく隠そうとしない。かまわず背中の開いたドレスを着る。

　痣は五年前とは明らかに形が異なっていた。

　芽は双葉になり、その後いくつもの葉をつけ、先端には蕾がつき、いままさに花開こうとしている。

　有識者に意見を求めようにも、そういった類たぐいに詳しい者がいない。

　不意にイレーナが「ローゼンブルクの姫は、もういいの？」とベリンダに問いかけた。そうしてアルダは思いつく。

（そうだ……ローゼンブルクの魔術師はどうだろう）

　隣国は魔術が盛んで、異界とも行き来があるくらいだ。

（たしか、薔薇ばらの香かの魔術師とかいう高名こうめいな女性がいたはずだ）

　名は『ローズ』だったと記憶している。

　二人の姫の庭での散策に付き添ったあと、アルダはグルーヴ国の外交面を担う宰相のもとへ相談に行った。

「――いいでしょう。私からローゼンブルクに書簡を送り、そのローズという魔術師を呼び寄せます」

　アルダは「ありがとうございます」と一礼して宰相の部屋を出た。その足でイレーナの執務室へ向かう。

　イレーナは執務机の前で憂鬱ゆううつそうにしていた。

「どうなさったのですか、姫様」

　彼女はつい先ほど両親と対面した。自分は部屋の外にいたので内容はわからないが、イレーナの悩みの種はたいてい、彼女の母パトリスだ。

（何の話だったのだろう）

　しかしながら、まったく予想がつかないわけではない。執務机の端に捨て置かれた絵姿を見て、アルダは確信した。

　イレーナはアルダが絵姿を見ていることに気がついたらしく、

「その中から私の結婚相手を決めるそうよ」

　他人事のように投げやりに言った。

　アルダは大きく口を開けるものの、続く言葉はない。「そうですか」と呟くだけになる。

　イレーナの眉間の皺がますます深くなった。

「もう、いいわ。下がって」

　いつになく冷たい声だった。

　アルダは低頭してイレーナの部屋を出ていく。

　魔術師ローズを呼ぶよう働きかけたと報告するのを忘れていたが、戻ってまで言うことではない。

　イレーナはいま機嫌が悪い、そんなときにする話ではない。




　夕食を済ませ、私室で机仕事をしているときだった。

「アルダ様！　あの、いまよろしいでしょうか」

「どうした？」

　ノックもそこそこに部屋へと駆け込んできたリタを見てアルダは驚く。姫の専属侍女であるリタはこの時間、イレーナの入浴に付き添っているはずだからだ。

　リタはひどく困惑した顔で言う。

「姫様のご様子がおかしいのです」

　アルダはガタッと大きな音を立てて椅子から立ち上がった。

「すぐに行こう」

　瞬時に脳裏をよぎったのはイレーナの背の痣のことだ。

　あれがいよいよ、イレーナになにかよからぬ働きかけをしたのではないかと危惧した。

　道すがらリタに尋ねる。

「医者は呼んだのか？」

「はい。別の者が呼びにいっております」

　王宮の廊下を駆けてイレーナの寝室へ入る。浴室とは続き間になっている。

　イレーナは円形の浴槽の縁ふちにもたれかかって息を荒くしていた。

　医者の姿はまだない。膝を折り、イレーナに寄り添う。

「姫様」

　顔を上げたイレーナの色っぽさといったらこの上ない。なにも服を着ていないのもある。非常時だというのについドキッとしてしまう。

　イレーナはぼんやりとした眼まなこで「アルダ……」と呟いた。弱々しくも甘い掠れ声だった。

（いや、そんな場合ではない！）

　イレーナに欲情してしまった自分自身を叱咤しったする。イレーナは意識が朦朧もうろうとしているのだ。

　リタがイレーナにバスローブをかけた。アルダは内心ホッとする。そうして隠していてもらわなければ困る。

「ベッドへお連れする」

　イレーナは、顔色はそれほど悪くないが苦しそうに肩で息をしている。彼女一人では歩けそうにないので、腕力増強の魔術を自分にかけて抱え上げて運ぶ。

　ベッドに寝かせると、ちょうど医者がやってきた。医者は神妙な面持ちでイレーナを診察する。

「のぼせてしまわれたのかと思いましたが……」

　医者は言葉を切り無言で首を横に振った。暗に「お手上げだ」と言っている。「それでも医者か！」と怒鳴りつけたいのを必死に堪えた。

　なにもできないのは自分だって同じだ。怒鳴り散らしたところで八つ当たりにしかならない。

（だが医者がわからぬ症状となると、やはり――）

　背の痣に関連するなにかに違いない。

「いますぐ命にかかわるようなことはないかと……。ですが、姫様のご様子を注視しておく必要があります」と医者が言った。

「わかった。では夜のあいだは私が付き添う。ほかの者は下がっていい」

「でしたら私も」とリタが申し出てきた。

「いや、きみは明日の日中の世話を頼む」

「……わかりました」

　まだなにか言いたげだったが、渋々といった様子でリタは引き下がった。

　その後アルダはイレーナと寝室で二人きりになった。

　イレーナの息遣いはいまだに荒いが、医者の話では熱があるというわけではないらしい。脈はやや速いが正常な範囲だそうだ。

　イレーナの額には汗が滲にじんでいた。

　ボウルに張ってあった湯を入れ替え、タオルを濡らして絞る。ぴちゃぴちゃという水音が立った。それまでしっかりと閉ざされていたイレーナの瞼まぶたがピクッと動く。

　イレーナの額の汗を拭っていると、指先が微かすかに肌に触れてしまう。ビクッと体を弾ませてイレーナは目を開けた。

「姫様！」

　顔を近づけると、

「アルダ――」

　吐息を含んだ艶なまめかしい声で呼びかけられた。そういうふうに聞こえたのは、自分の中に不埒な感情があるからだろうか。

「もっと……触って？」

　翡翠さながらの透き通った瞳は潤みを帯び、透けるような白い肌は汗ばんで上気している。

「あ……」

　なにかよからぬ感情がぐるぐると渦巻きはじめる。

「お拭きします――汗、を」

　イレーナは「触って」ではなく「拭いて」と言ったのだ。そう自分に言い聞かせてタオルを絞る。

　湿り気を帯びたタオルで額を拭くと、イレーナは緑眼を細くした。

「違うわ……」

　虫の鳴くようなか細い声でイレーナは言う。

「私の肌に、触れて」

　今度はハッキリと耳に響いた。やはり聞き間違いではなかった。

　アルダは躊躇ためらいがちに手を伸ばし、イレーナの頬に触れる。恍惚こうこつとした表情でイレーナは「あぁ」と息をついた。

「アルダに触れられていると、楽になる……」

　イレーナの頬にあてがっている手の甲を覆われた。触れてきた手はとてつもなく熱い。

「もっともっと……全身に、触れてほしい」

　瑞々しい唇から紡ぎだされる言葉はひどく蠱惑的こわくてきだ。

「おねがい、アルダ」

　理性というものに形があるとすれば、いままさにその形が大きく変わるほど強く揺さぶられている。

　イレーナはいったいどういう意図で不用意に「全身に触れて」などと発言したのだろう。

だれかれかまわずそんなことを言ってはいけないと咎めたくなった。

「で、では……体の汗を、お拭きします」

　鮮烈な翡翠色の瞳でジッと見つめられる。イレーナは無言だがきっと「拭くのではなく触れて」と訴えかけている。

　アルダは心の中で何度も「落ち着け」と繰り返し呟き、いましがた絞ったばかりのタオルをまた湯に浸した。

　タオルを持つ両手が僅わずかに震える。動揺している。侍女たちを帰らせるべきではなかったのかもしれないと後悔した。

（いや……いまからでも遅くない。だれか人を呼んでこよう）

　アルダは「少し失礼します」と言い、ボウルの端にタオルを引っ掛けて身を翻す。

「行かないで」

　ドレスシャツの裾を掴つかまれた。指でつままれているだけなので、振り払うのは簡単だ。

　だができない。

　縄や鎖でがんじがらめにされたように、体が動かせない。

　どうすることもできず、アルダはベッド脇の丸椅子に座る。

　部屋を出ていかないとわかったからか、安堵したようにイレーナはほほえんだ。その笑みにまたキュンと胸が締めつけられる。

　見つめ合っているのはいたたまれない。間が持たない。

　ふいっと視線を逸らすと、

「私を見て」

　憂いを帯びた声で言われた。

　アルダは部屋の隅へと向けていた視線をもとに戻す。

　目が合うと、ドクンと胸が鳴った。

　深呼吸をして、タオルを手に取る。

「首のほうを……拭きますから」

　そこも汗ばんでいる。

　アルダはイレーナの肌に指が触れないよう細心の注意を払った。『肌に触れてはいけない』と、自分の中でだれかがずっと警鐘を鳴らしている。

　いっぽうイレーナは不満そうだ。唇を尖らせている。物欲しそうな目で見ないでほしいが、そんな失礼なことは言えない。

　イレーナの左手が緩慢に動いて手の甲を覆う。もうとっくに平常心ではないから、それだけでビクリとしてしまう。

「あぁ……やっぱり、こうして触れていると……和らぐの」

　アルダはどぎまぎしながら口を開く。

「そう、なのですか？　では医者にも立ち会わせて――」

　肌に触れることで症状が少しでも改善するのであれば医者に報告しておくべきだと思った。『二人きりでいるのはまずい』という思いも依然としてある。

　ところがイレーナはゆっくりと頭かぶりを振る。

「私はあなたがいてくれれば……それでいい。ほかにはなにもいらない」

　イレーナの言葉が胸に突き刺さる。あらためてぎゅうっと右手を握り込まれた。

（いや、違う……勘違いするな）

　原因不明のこの症状が、肌と肌を触れ合わせることで和らぐというだけだ。

（私自身が姫様に求められているのではない）

　自戒して、アルダは理性的に対処しようとする。

「では……頬に触れます」

　なんの予告もなしにベタベタと触るわけにはいかない。だがそれは自分に対する宣言のような気もした。それ以外には触れてはいけないのだと自分自身に認識させるためだ。

　イレーナはコクリと頷いた。アルダも同じように頷き返す。

　そっと頬に触れる。微熱を帯びた滑らかな肌だ。ほんの少しでも触れればゾクゾクと下腹部が燻くすぶる。

（私はなんという不埒な反応を――！）

　自身の淫みだらさに愕然がくぜんとしながらも、イレーナの頬に触れた手を放すことはできなかった。

　指先が彼女の頬に吸いついたようになって、離れないのだ。すべすべとした、柔らかくも弾力のある肌の触り心地は至上のものだった。

　こちらまで息遣いが荒くなってくる。頬だけでなくほかのところにも触れたい衝動に駆られた。

（だめだ、いけない）

　首を横に振ることで、よからぬ考えを払拭ふっしょくしようとする。

「なぁに……？」

「い、いえ……なんでもありません」

　するとイレーナは目を伏せ、アルダのもう片方の手も取り頬に添わせた。

　両手でイレーナの頬を覆う状態になる。これで彼女から視線を逸らすのは、どう考えても不自然だ。

　否応いやおうなしに見つめ合う。ドッドッドッと心臓がうるさく鳴りはじめる。

　いつの間に離れたのか、イレーナの右手が腰を抱いていて、グイッと引き寄せられた。

「……っ、姫様!?」

　困惑を露わに呼びかけたが、イレーナはなにも答えない。

　アルダはベッドに膝をつき、イレーナに覆いかぶさる恰好かっこうになる。

　ベッドにはイレーナの銀髪が無造作に広がっていた。そこへ自分の黒髪が映り込む。いけないことをしているのでは、という背徳感に襲われ飛び退のこうとすると、イレーナに後頭部と腰元を掴つかまれてしまう。

「う――ぁ、あの」

　彼女の前ではいつだって平静でいなければならない。そうわかっているのに、動揺を押し隠すことができなかった。

「もっと、よ……アルダ」

　天使かあるいは女神さながらの柔らかく優しい囁ささやき声だというのに、悪魔的にも思えてくる。

　呼吸の仕方がわからなくなってしまったのか、先ほどから少し息苦しい。

　イレーナが自らバスローブの襟元を大きく緩めるのでますます動悸が激しくなる。

「いっ……いけません」

　上うわずった声で言ったのでは説得力がない。

「……なぜ？」

　翡翠の瞳が涙のヴェールに覆われた。そんなふうに見えた。

　泣かせるつもりなど毛頭なかったので焦る。

「いえ、その……これ以上、触れてはいけないと……思います」

　アルダは言い訳がましく、弱々しい声で呟いた。

　するとイレーナは先ほどと同じような調子で「なぜ」と問うてくる。答えに窮きゅうする。

「畏おそれ多いから、です」

　やっと紡ぎだした言葉に、イレーナは瞠目どうもくする。

「私に……触りなさい。命令よ」

　高圧的な物言いをするのはずるい。

　命令ならば仕方がない――そう思う自分が嫌になる。触れたい、いや、触れてはいけないと葛藤していたものだから、すぐに揺らぐ。

　アルダは息を吐き、イレーナの首筋を手のひらで覆った。

「ん……」

　イレーナの微かな声も聞き漏らさない。

　理性が音を立ててガラガラと崩れていく。

「ぅん……そうして、撫なでていて……？　気持ちがいいの……」

　アルダは首を縦に振り、イレーナの首筋から肩にかけて撫で摩さする。

　しだいに目を閉じてイレーナは眠ってしまう。

（眠って……しまわれた……）

　残念がっている自分が、厭いとわしい。
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        第二章　婚約者候補


　アルダは一晩じゅうイレーナを見守っていた。そのあいだずっと不埒な感情を募らせていたことは言うまでもないが、そのことをイレーナに悟られるわけにはいかない。

（姫様と二人きりだと思わなければいい）

　自己暗示をかけて見守ること数時間、朝方になってイレーナは自然と目を覚ました。ぼんやりとした瞳で見つめられる。

「アルダ……？　もしかして夜のあいだずっと……ついていてくれたの」

「……はい。僭越せんえつながら」

　イレーナの症状は落ち着いたようだ。ひとまず安心して胸を撫で下ろす。

「医者を呼んでまいります」

「……ええ」

　椅子を立って部屋を出たあと、医者を連れてふたたびイレーナの寝室に入る。イレーナの付きの侍女リタも同時に入室してきた。

　医者が診察を始める。

「――うん、平常時と変わりありませんね」

　医者の言葉に安堵あんどする。

　リタが「あとのことは私にお任せください」と言うと、イレーナはすぐに「そうね」と同調した。

「一睡もしていないのでしょう？　部屋で休んでいて、アルダ。今日は……どこにも出かけないから」

「わかりました。それでは――お言葉に甘えて、少し休ませていただきます」

　イレーナの部屋をあとにしたアルダは私室に戻り、ベッドに突っ伏した。

（……どうしたものか）

　裸を見たのはほんの少しの時間だというのに、頭にこびりついて離れない。

　アルダは「うぅ」と唸うなって固く目を閉じた。




　翌日、アルダは宰相から「ローゼンブルクの魔術師ローズ殿が今日の午後、この王宮に来るそうだ。出迎えを頼む」と指示を受け、その足でイレーナのもとへ行った。

「姫様。本日の午後はなにかご予定がございますか？」

「なぁに、あらたまって」

　イレーナがリタに目配せをする。リタは羊皮紙をめくって予定を確認する。侍女は無言でほほえみ首を横に振った。「予定は特にない」らしい。

「ということだけれど、なにかしら？　アルダ」

「隣国ローゼンブルクの魔術師がグルーヴ王宮にやってきます。姫様にはぜひご対面いただきたく、お願いに参りました」

「まぁ……そういうことなら、ぜひお会いしたいわ」

　ローズを呼んだことをイレーナには言いそびれていたが、彼女が気を悪くしなくてよかった。

「ローズ殿の出迎えは、私が宰相から仰せつかりました」

「それならベリンダにも頼みましょう。魔術師殿とは顔見知りのはずよ」

「ではその旨、ベリンダ殿下へお伝えしてまいります」

「ええ、お願いね」

　アルダはベリンダのもとへ急ぐ。

「――まあ、ローズ様がいらっしゃるの？　楽しみだわ」

　ベリンダの反応からして、ローズという魔術師は一定の評価を得ているらしい。

　イレーナの背の痣についてなにかしら知識を持っているかもしれない。期待できる、とアルダは思った。




　王宮のエントランスホールでベリンダとともにローズを待つ。イレーナは先にサロンへ行っている。

　入口の大扉がゆっくりと開く。すると、どうしてか薔薇の香りが立ち込めた。

　現れたのは金髪の女性だ。いかにも『魔術師』というようなローブを着ている。

　女性――魔術師ローズにベリンダが歩み寄る。

「ローズ様、ご無沙汰しております。先般のローゼンブルク滞在時にはお世話になりました」

　ベリンダがそういうふうに丁寧な物言いをしているのは珍しい。ローズに敬意を払ってのことだろう。

「とんでもございません。またお会いできて光栄です」

　ローズは深々と頭を下げた。

「お初にお目にかかります。イレーナ姫の警護をしております、アルダ・バルフと申します。どうぞよろしくお願いいたします」

　アルダが挨拶をすると、ローズもまた社交辞令的な言葉を述べる。

「ローゼンブルク国アレシア姫付きの魔術師ローズでございます。どうぞお見知りおきを」

　挨拶を済ませた一行いっこうはベリンダの先導でぞろぞろと歩き、サロンへ向かう。

　アルダは歩きながらローズに話しかける。イレーナの身になにが起こっているのかを一刻も早く相談したかった。

「急にお呼び立てしてしまって申し訳ございません。じつはイレーナ姫の背に植物のような模様があり――」

　アルダはローズに、五年前イレーナが水の祠に触れてしまったこと、背の痣がどんどん成長していること、昨夜異変があったことを説明した。歩きながらする話ではないが、イレーナのことが心配でたまらなかった。

　ひととおり話を聞くと、ローズは神妙な面持ちで「なるほど」と言った。

　サロンの扉は開け放たれていたので、ノックはせずにローズを中へと通す。

「グルーヴ国へようこそ」

　イレーナが余所行よそゆきの笑みを浮かべる。こうして悠然とほほえんでいると、ふだんのおてんばが身を潜めるが、親しみやすさには欠ける。

（姫様はもしや、周囲に親しまれるようあのような奔放ほんぽうな行動をなさるのだろうか）

　アルダの考えがわかったのか、イレーナはこちらを見て翡翠の目を細くした。

　とたんにドキリとしてしまう。

（いや……なんでも決めつけるのはよくない）

　よけいなことは考えないでおこう。

　ローズはアルダにしたのと同じような自己紹介をしたあとさっそく話を切りだす。

「イレーナ殿下。アルダ様から少しだけお話を窺うかがいました。背の模様を見せていただけますか？」

「ええ、どうぞ。ほかの者もそのままで。席は外さなくていいわ」

　イレーナはリタにアイコンタクトする。リタは頷き、イレーナのドレスの背の編み上げ紐を解ほどいて緩めた。

　イレーナの発言は「その場に留まり見届けよ」という命令と同義だ。目を逸らすことは許されない。

（落ち着かないが……静観していなければ）

　リタがドレスとコルセット、それからシュミーズの白布を左右に開くとイレーナの背中が腰のあたりまで露呈した。

　アルダは目を瞠みはる。当初は小さな双葉だった痣が花開いた形になっているのだ。

　ローズは「失礼します」と前置きしてイレーナに近づき、背に広がる植物をじっくりと見た。

「ありがとうございました。どうぞ、ドレスをお召めしになってください」

　リタがイレーナにドレスを着せ直す。

　イレーナはローズにすぐに詰問きつもんするようなことはなく、

「ソファにお座りになって？　まずはお茶でも」

　和やかに促した。

（姫様がいちばん不安に思っていらっしゃるに違いないのに）

　そうして毅然きぜんと振る舞えるのは立派だ。

　ローズとベリンダが横並びでソファに座る。その向かいにイレーナだ。

　アルダは壁際に控えたままである。騎士とはたいていこうなのだが、

「アルダも座ってちょうだい」

　こういう場面で、イレーナにはいつも「座って」と言われるので、入口にいちばん近い席に腰を下ろした。

　リタと、それから給仕の侍女が全員分の紅茶を淹れる。

　テーブルの上にはあらかじめケーキスタンドが準備されていた。色とりどりのケーキやスコーン、サンドイッチが載っているが、だれも手をつけない。

　皆が紅茶を啜すすり、世間話をしたあと、

「――イレーナ殿下の御身に起こったのは『発情の呪じゅ』かと」

　ローズの口からにこやかな笑みとともに発せられた言葉だったが、背筋が凍てつく。

　一同が静まり返った。

「は、発情……」

　上ずった声で静寂を打ち破ったのはベリンダだ。心配そうな顔でローズやイレーナの顔を見まわす。

「詳しくお聞かせ願えるかしら？」

　いっぽうイレーナは傍目はためには動じていない。

　動物に発情期があるのは知っている。それがまさかヒトにも起こりえるとは初耳だ。いや『呪い』なのだから特殊なことだ。

　ローズは笑んだまま説明を始める。魔術師の言葉に全員が耳を傾ける。

「発情はこれからたびたび起こるでしょう。それも、回を追うごとに度どを増します。絶頂しなければ発作が治まらないようになる」

　イレーナは微笑したままなにも言わない。ベリンダは口元に手を当てて眉間に皺を寄せている。

「その呪じゅを解くにはどうすればよいのでしょうか」

　アルダはたまらずローズに質問した。

「真実の愛を以もって蜜を注ぐことです」

「……！」

　具体的な言葉でなくてもわかる。そういう知識は持ち合わせている。それはイレーナにしても同じだろう。

（愛する人との性交で、呪いは解ける）

　ズキンッと心が痛む。

　イレーナの愛する人は自分ではない上に、性交できるのは永遠の愛を誓った者――結婚相手だけだ。

（このことが周知の事実となれば縁談は加速するに違いない）

　そう考えたあとですぐに後悔する。自分はなんて身勝手なのだろう、と。

　イレーナは発情の呪いで苦しみを味わうかもしれないのだ。四の五の言わずに呪いを解くほうがよいに決まっている。たとえその相手が自分でなくても――。

「この件……ここだけの話にしてくださるかしら。他言無用でお願いしたいわ。私のお母様方にも、尋ねられるまでは内密に」

　イレーナの言葉を聞いてホッとするものの、

（いや、安心している場合ではない）

　押し隠すということはそれだけ、イレーナの呪いを解くのが遅くなるということだ。

　しかし、ここで急せいてはイレーナの結婚を早めることになる。それは嫌だと思う自分がいて、一人悶々もんもんと葛藤する。

「そうですね、あまり焦るのもよくありません。真に愛し合う者同士でなければ呪じゅは解けませんし。呪といっても、発作的に体が官能的な反応をするというだけですから」

　あっけらかんとした調子でローズは言葉を継ぐ。

「その水の祠というものを一度、見せていただいても？」

「ではピクニックがてら皆で行きましょうか」

　イレーナは思いのほかのほほんとしている。

（たしかに……あまり深刻になってもいけないのだろう）

　アルダは秘かに息をつき、紅茶を啜った。




　ピクニックへ行く支度を整えたあと、イレーナとベリンダ、ローズとともに馬車に乗り、森へ向かう。侍女たちは別の馬車に乗っている。

　ローズとベリンダが昔話に花を咲かせる。

「またぜひローゼンブルクにいらしてくださいね、ベリンダ様」

「ええ、もちろん。アレシア殿下はもうご懐妊なのでしょう？」

　来春、ローゼンブルクの姫に子が生まれるらしい。ローズは満面の笑みで「イレーナ殿下もぜひ、機会がございましたらローゼンブルクへ」と言った。

　イレーナは大きく頷く。

「その日が楽しみだわ」

　そうしてたわいもない話をしているとすぐ森に到着した。

　水の祠へ案内するため、アルダとイレーナがベリンダとローズを先導する。

「……ひゃっ！」

　斜め前を歩いていたイレーナが体勢を崩し、転びそうになる。アルダはすかさずイレーナの腰元を掴んで支えた。

「ご、ごめんなさい」

　アルダは「いえ」と答えて微笑する。イレーナはもうすぐ十八歳になるというのに、いつまで経っても危なっかしい。だがそれが可愛かわいらしくもある。

　妹や客人の前で転びそうになったのが恥ずかしかったらしく、イレーナはその後、慎重な足取りで水の祠まで歩いた。

（この場所は――なにも変わっていないな）

　四年ぶりに訪れたというのに、祠の中央に鎮座するモニュメントはあの頃と少しも違っていなかった。

　アルダはあらためてローズに訊く。

「やはり間違いないのでしょうか。その――」

　ローズはおもむろに頷く。

「ずいぶん昔にかけられたようだけれど、触れれば発情の呪がかかるよう魔術が施されています」

　ベリンダは自身の肩を抱いて縮み上がり「もう行きましょう」と言った。

　水の祠を後にした一行は川辺を目指した。小川に着くなり木の下でバスケットを広げる。

「ふふっ、楽しいわね」

　イレーナは上機嫌でサンドイッチを頬張ほおばる。いっぽうアルダは食事にはまったく手をつけていなかった。

「アルダ、ほら。口を開けて」

「えっ？」

　サンドイッチを口の前まで持ってこられる。こうまでされて食べないわけにいかない。

　アルダは視線を彷徨さまよわせながらも口を開け、サンドイッチを口に入れた。

「美味しい？」

「……はい」

　ベリンダとローズが、どこかニヤニヤとした面持ちで見つめてくるので、アルダは頬を赤くせずにはいられなかった。




＊




　イレーナは鼻歌を歌いながら羽根ペンを手に取る。

　昨日は思いがけずアルダと森へピクニックに行けてよかった。

　ローズはもうローゼンブルクへ帰った。アルダは発情の呪いのことを伏せてくれているようだ。宰相の耳にも入っていないと思われる。

（宰相やお母様方……特にパトリスお母様に知れたら、よけいに結婚を急かされてしまうもの）

　執務室で机仕事に励んでいるところへステラがやってくる。

「パトリス陛下からの伝言でございます」

　おもむろに前置きしてステラは話しはじめる。

「明日の茶会でレイチェル・ティアニー公爵とお会いになるように、とのことです」

「待って？　まだ絵姿を見て吟味ぎんみしているところよ」

「その絵姿の中に公爵のお顔もございます。ぜひお会いになって吟味されればよろしいかと」

　イレーナがどう答えるかわかっていて、ステラがパトリスに入れ知恵されていたのは明白だ。

　それ以上は反論できず「わかったわ」と言う。

「ところで、ローゼンブルクの魔術師にお会いになられたということですが……背の模様についてなにかおわかりになりましたか？」

「……ええ。でも、お母様方に心配をかけたくないから内密にしているの。といっても、そう大きなことではないわ。私一人でも解決できることよ。なんでもかんでもお母様方に頼るのでは、次期女王としての資質に欠けるでしょう？」

　ステラは「背の痣についても聞いてきなさい」とパトリスに指示されたに違いない。

「左様さようでございますか」

　ステラが引き下がったことに安心しながらも、深く追求される日は必ず来るだろう。

　侍女頭が部屋を出ていったあと、イレーナは大仰にため息をついた。

（それまでに、なんとかしなくちゃ……）

　ローズの言葉が脳裏に蘇る。

『真実の愛を以って蜜を注ぐこと』

　頭に浮かぶのはアルダの顔だ。しかし彼女が――そういう対象として――愛してくれているとは限らない。嫌われてはいないと思うが、かといって自分が彼女の恋愛対象になっているとは言い難がたい。

（でも、アルダ以外の人となんて――絶対に嫌！）

　想像もつかない。いや、ほかの女性と性的なことをするのを想像しただけで身の毛がよだつ。

（でも、どれだけ私が想っていてもアルダは……きっとそうではないわ）

　イレーナは部屋に侍女のリタがいるにも拘わらずふたたび大きく息をついた。

　育ての母パトリスが推してきた婚約者候補レイチェル・ティアニーは次期宰相候補にも、と名高い公爵だ。年齢は二十一歳。一般的な貴族の結婚適齢期をやや過ぎている。

（ティアニー公爵も結婚に積極的だったらどうしよう）

　パトリスの勧めというのも厄介だが、それはそれで面倒なことになりそうだとイレーナは思った。




　もとより茶会や舞踏会は憂鬱でしかなかったが、今日はいっそう陰鬱いんうつな気分だ。

　イレーナはドレスアップして庭へ出る。広大な庭にも拘わらず盛装した女性たちでいっぱいになり、そこここでひしめき合っている。

（結婚相手探しの場だもの）

　庭をぐるりと見まわすと、隅のほうにアルダの姿を見つけた。目が合う。ダブルのジャケットを着て盛装している彼女はいつ見ても凛々りりしい。

　茶会や舞踏会のときはいつもああして隅のほうで安全に配慮してくれている。こういった社交の場でしか見られないアルダの装いが、唯一の目の保養だ。

　イレーナは笑顔の仮面を貼りつけて愛想を振りまく。

「ごきげん麗うるわしゅう、イレーナ殿下」

「ごきげんよう」

　顔見知りの侯爵令嬢と世間話をする。

　ティアニー公爵はまだ茶会に来ていないようだ。彼女は外交に携わっており多忙だと聞く。ゆえに、これまで社交の場で顔を合わせる機会がなかった。

　ガーデンチェアに腰掛け、侍女が淹れた紅茶を啜る。

　アルダがそばに来た。後方に立っている。

（一緒にお茶を飲みましょうと誘っても、こういう場だと断られるのよね）

　アルダが隣にいてくれれば茶会を格段に楽しめるようになるというのに、残念だ。

「殿下、お聞きになりました？　ハンソン侯爵が放浪の旅に出られたそうなのです。いま社交界はその話で持ちきりですわ」

「まあ、そうなの？」

　そう相槌を打ちながらも、放浪の旅に出たというだけで話題をさらうとは、貴族社会は平和だとも思う。

（ハンソン侯爵って……どんな方だったかしら）

　かの侯爵はあまり社交界に顔を出さない。会ったことはあるがどんな人物だったのか記憶が曖昧あいまいだ。

「ごきげんよう、イレーナ殿下。お隣よろしいでしょうか」

　高くも低くもない、落ち着いた声が響いた。上を向けばそこには、つい最近絵姿で見た顔があった。

　レイチェル・ティアニー公爵だ。

（ティアニー公爵もステラに――パトリスお母様に、私に会うよう言われたのね）

　イレーナは「ええ、どうぞ」と言葉を返して微笑する。

　レイチェルは「失礼します」と断って隣に腰を下ろした。

　金の髪に碧い瞳の彼女は端正な顔立ちをしている。

　そばにいたリタがレイチェルに紅茶を淹れた。

「天気に恵まれましたね」

　空を見上げてにこやかにレイチェルが言った。

「そうですわね」

　イレーナが頷くと、

「ところで、イレーナ殿下には想い人はいらっしゃるのでしょうか？」

　天気とはなんの関係もない唐突な質問に動揺し、ついアルダのほうを見てしまう。

　レイチェルはイレーナの視線の先にいたアルダを見て碧眼を細くする。

「ご想像にお任せいたしますわ」

「……なるほど」

　いったいなにに合点がてんしたのだろう。

（アルダを見たことに勘づかれた……？）

　ドキドキと胸を鳴らしながら紅茶を啜る。

　ところがレイチェルはそれ以上『想い人』について訊いてこない。彼女の真意が見えずしばらく落ち着かなかったが、その後は世間話をしただけだった。




　早朝、イレーナはいつものように隠し通路を使って鍛錬場へ行った。

　アルダの雄姿をこっそりと眺めていると、急に下腹部がドクンッと疼いた。

「――っ!?」

　先日、浴室で起こったのと同じ――これはきっと、ローズが言っていた『発情』だ。

　顔を引っ込め、壁に背を預けて自身を抱きしめる。

（しばらくここでジッとしていれば治まるはず……）

　イレーナは目を瞑つむり俯うつむく。息を潜め、無心になろうとする。この状態をもし騎士のだれかに見られたら、母親たちに報告されかねない。

「――姫様！」

　イレーナの両肩がビクッと跳ね上がる。

　顔を上げると、そこには甲冑姿のアルダがいた。

　イレーナは目をパチパチと瞬しばたたかせる。アルダが地に膝をつくと、銀色の甲冑がカチャンと音を立てた。

「アルダ？　どうしてここに……」

「姫様のご様子がおかしいのを下から確認しましたので」

「そう、なの？　……アルダはすごいわね」

　愛しい人の顔を見て安心し気が緩んだせいか、息遣いが荒くなる。深呼吸をしても呼吸が整わない。

　全身が疼きはじめる。特に胸の先や脚の付け根がひどく燻くすぶった。

「姫様……」

　心配そうな顔で覗き込まれ、胸と足の付け根がドクンと高鳴る。

「ねぇ――慰めて？」

　思いきって言った。軽はずみな発言ではけしてない。

　アルダはきょとんとしていた。

「ローズさんが言っていたじゃない。絶頂すれば……治まる、と」

　イレーナはアルダに縋すがりつく。

「だから……手伝って、アルダ」

　アルダは眉間に皺を寄せて目を見開いている。困惑しているようだった。

「……どうしても嫌、なら……無理強むりじいは……しないけれど」

　試すように俯く。ずるいことをしている。

「嫌なわけではありません。ですが――」

　視線を彷徨わせるアルダに、もう一押ひとおしをかける。

「お願い……苦しいの」

　それは心からの言葉だったが、実際はそうではないのかもしれない。アルダに触れられたいがゆえに「苦しい」などと誇張して言ってしまった。

　しかし騎士アルダには効果覿面てきめんだった。

「では、ほんの少しだけ……お手伝いを」

　珍しく上ずった声でアルダが言った。イレーナは内心ほくそ笑みながらコクリと頷く。我ながら卑怯ひきょうな女だ。

　イレーナはアルダに背を向ける。

「ドレスの編み上げを緩めてくれる？」

「……はい」

　ドレスの編み上げを紐解かれる。

（どうしましょう――これだけで気持ちがいいなんて）

　侍女たちにされるのとはまったく違う。

　ドレスの締めつけが緩くなるにつれ下腹部がトクトクと心地よく脈動する。

「コルセットの紐も……お願いね？」

　一瞬、アルダの手が止まった。

　アルダは「は、はい」と返事をして、紐の端を引っ張って解ほどきはじめる。そうしてドレスとコルセットが下にずれた。

　シュミーズはまだ着ているが、締めつけがなくなることで解放感を覚える。下着も脱いでしまおうかと思ったが、自分からそんなことをするのはさすがに恥ずかしい。

「…………」

　アルダは無言だ。こちらからの指示を待っているものと思われる。

（もっと積極的になってくれてもいいのに）

　心の中で身勝手な不満を漏らし、イレーナはアルダのほうを向いておずおずと言う。

「手を……胸に」

　アルダの肩がわずかにピクッと弾んだ。

　彼女は言葉なく頷いたものの、いまだに迷っているのか躊躇いがちに両手を伸ばしてくる。

「失礼、します」

　甘い掠れ声に耳朶じだをくすぐられる。イレーナはコクッと首を縦に振った。

（あともう少し……）

　アルダの両手が胸に触れるのをいまかいまかと待ち受ける。彼女の両手が近づくにつれ胸の鼓動が強くなった。

　膨らみの部分にアルダの手が触れる。

「んぁ……っ！」

　シュミーズ越しとはいえそうして触れられると心地がよくて、意図せぬ声が口から出てしまう。

　素手で鷲掴わしづかみにされたわけではない。アルダは黒い手袋をしている。

　じかに触れられたわけでもなく、膨らみの下方をほんの少し押されただけだというのに、もともと荒かった息遣いがさらに「はぁ、はぁ」と耳につく。

　手足に力を入れていなければ耐えられないような甘い痺れに見舞われた。

「アルダ……もっと強く……！」

　気がつけばそんなことを口走っていた。

　前回もそうだったが、この『発情』状態になるとどうも気が大きくなるらしい。

　言ってしまったあとで恥ずかしくなったが、アルダは真剣な顔つきで「わかりました」と答え、手のひらを広げて乳房を掴んだ。

「ぁっ、はぅん……っ！」

　先ほどまでとは打って変わって、手のひらを使って押し上げられる。

　アルダはつくづく真面目で律儀だと実感する。「もっと強く」という指示どおり、揉み込まれ揺さぶられている。

（こんな日が来るなんて――夢みたい）

　アルダに体を弄られるのを妄想したこともあった。まさか実現するなんて――。

　自分自身が異様なまでに興奮しているのがわかる。それが呪じゅのせいなのか、あるいはアルダに触れられているからなのかわからない。両方かもしれない。

（でも、私――）

　いったいどこまで貪欲なのだろう、じかに触れてほしいと思うなんて。

　シュミーズと黒手袋に隔へだたれていて、彼女の手の温もりを感じられない。

　イレーナはアルダの手首を掴み、黒手袋を外そうとする。しかしながら、うまいこと手袋を引き抜くことができない。

「お嫌でしたか？」

　しまいには曲解きょっかいされてしまった。

　イレーナはぶんぶんと首を横に振り「そうじゃないの」と口早に言った。

「あなたの手袋を……外したくて」

　するとアルダはピクッと唇を震わせた。

「いえ、それは……」

　俯くアルダを前にしてイレーナは愕然がくぜんとする。

（じかに触りたくはない――ということ？）

　疑念を抱いたものの、それを彼女にぶつけることはできなかった。「そうだ」と肯定されれば立ち直る自信がない。

　イレーナは首こうべを垂れて逡巡する。

　胸も、そして下半身の小さな核もドクドクと大きく脈を刻んでいる。

「手袋を外しなさい」と命令すればアルダは従うだろう。

（でも、そんなことしたくない）

　せめて、もっとアルダの手の感触を味わいたい。その一心でイレーナは自分のシュミーズの前ボタンに手を掛けた。プチプチと外していくと、

「……っ、姫様」

　焦りを含んだようなアルダの声が頭上から降ってきた。

「なぁに？」

「その――このようなところで肌を晒されないほうがよろしいかと」

　鍛錬場の高い位置にある座席とはいえ、閉ざされた空間ではない。

「かまわないわ」

　冷然とした言い方になってしまったのは、アルダが手袋を外してくれないことに対する当てつけだ。

　我ながらいつまで子どもじみたことをするのだろうと呆れながらも、湧き起こった衝動を抑えられなかった。

　胸を曝けだしたい。そして、アルダに触れてほしい。

　ところが、アルダはなおも「ですが……」と食い下がり、きょろきょろとあたりを警戒しはじめた。

　イレーナは他人事のようにそれを眺め、シュミーズの紐を肩から落とす。

　たっぷりとした乳房の先端は尖りきっていた。

　アルダの視線は揺るぎなく胸に注がれている。そのことに快感を覚えながら彼女に迫る。

　イレーナが身を乗りだすと、大きな乳房は振り子さながらに艶めかしく横揺れした。

　アルダの腰に両手をまわし、甲冑の胸元に乳房を押しつける。意図せず「あぁん」と高い声が出る。

　アルダは相変わらず困惑した様子で、石像のごとく微動だにしない。

「かまわないでしょう？　あなたの素肌に押しつけているのではないのだから」

　火照ほてった体には金属の冷たい感触がとてつもなく気持ちがよかった。

　硬く尖った乳頭は甲冑に押しつぶされて平らになっている。

「……っぁ、う」と呻くアルダを見て愉悦に浸る。彼女が取り乱すところを見られるとは思ってもみなかった。

　イレーナは口元を緩めて肩を左右に揺らす。乳首を甲冑に擦りつけることで一方的な快楽に耽ふける。

「はん、んっ……あぁんっ……」

 自分を止められない。甲冑の向こうにあるアルダの乳頭と擦り合わせているのを妄想して、よけいに興奮してしまう。

　自分は元来そういう――変態的な性質たちなのだろうかと些いささか不安になった。

「……っ」

　アルダは無言だ。眉根を寄せて大きく息を吐きだすアルダに官能を覚える。

　天高く昇りはじめた太陽がアルダの黒髪を照らす。きらきらとして眩まばゆい。

　アルダの片手が背に添った。「姫様」と呼びかけられるなり、いまだかつて感じたことのない壮絶ななにかが込み上げてきた。

「ふぁあああっ――！」

　思いがけず大きな声が出てしまった。

　イレーナは「はぁ、はぁ」と息を荒げながらアルダにもたれかかった。




　イレーナは私室のベッドで横になっていた。

　鍛錬場で絶頂したあと、アルダに「午前中だけでもベッドで横になっていては」と悲痛な面持ちで提言され、大人しくそのとおりにしている。

　そうはいっても、具合が悪いわけではないので退屈だ。

　侍女たちは部屋にはいない。イレーナは目を閉じる。

　コンコン――とノック音が響いた。

　窓の外を見やると、目の高さにあったはずの太陽がずいぶんと高く昇っていた。どうやら眠ってしまっていたらしい。

「どうぞ？」

　ベッドに横になったまま答えるとリタが顔を出した。

「レイチェル・ティアニー公爵様がお見えになりました。お見舞いだとおっしゃっていますが――」

「では……着替えをするから、そのあとでお通しして」

　別段、会いたいわけではないが無下むげにはできない。

　イレーナは身を起こし、リタの手伝いを借りてドレスを着た。

　花束を持ったレイチェルが部屋に入ってくる。

「お加減はいかがですか？」

「ええ、もうすっかり。待たせてしまってごめんなさいね」

「いいえ、突然お訪ねしてしまった私がいけないのですから。少し……内密なお話はなしをさせていただいても？」

「……わかりました。どうぞ、お座りになって」

　レイチェルは「ありがとうございます」と言うなり緩くほほえんでソファに座った。それから伏し目がちにリタを見る。

　リタは紅茶を淹れたあと部屋を出ていった。公爵に「内密な話」と言われればそうせざるを得ない。

　リタを引き留めることはできたが、レイチェルの話がどういうものかわからない以上、へたなことはできないし、二人きりになったからといってレイチェルがなにかしてくるとは思えなかった。彼女はだれからの信頼も厚いと聞いている。

「じつは小耳に挟みまして……殿下は護衛の騎士にご執心しゅうしんだと」

　レイチェルの急な発言に、イレーナは「えっ!?」と頓狂とんきょうな声を上げて取り乱す。

「あぁ……そのお顔を見て確信しました。やはりそうなのですね。鎌かまをかけて申し訳ございません」

　イレーナはパクパクと口を動かして狼狽うろたえた。王女らしからぬ態度だ。

　するとレイチェルは困ったように「ふっ」と笑う。

「私は、イレーナ殿下の想いを最優先に考えております。まわりがどうであれ、無理に求婚するようなことはしたくありません」

　その言葉を聞いてホッとする。

「お心遣いに感謝します」

　イレーナはほほえんで視線を落とし、紅茶から立ち込める湯気を見つめた。
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        第三章　秘め事


「――姫様？」

　どうやら絶頂したらしい。もたれかかってきたイレーナの体には力が入っていない。

（いや、しかし……ただの絶頂ではないのかも）

　アルダは心配になり、イレーナのドレスを整えたあと横向きに抱きかかえて彼女の寝室へ運んだ。

「今日は――せめて午前中だけでも、ベッドでお休みになったほうが」

「体は少しも辛くないわ」

「ですが……念のため」

　心配でたまらない。

「……わかったわ」

　不満そうだが従ってくれた。

　アルダは低頭してイレーナの寝室を出た。私室へ行き甲冑を脱ぐ。

「ふぅ……」

　ため息のひとつもつきたくなる。思い起こすだけで、全身を炙あぶられているような――じりじりとした興奮に見舞われた。

　それもこれも、イレーナの胸をぐにゃぐにゃと揉みまわしてしまったせいだ。

　いくらイレーナに乞こわれたからといって、あのときは明らかに私欲で手を動かしていた。

　柔らかく弾力のあるイレーナの乳房を、自分の好きなように弄りまわしたいと強く思ったのだ。

　乳首を甲冑に擦りつけてくるイレーナの妖艶ようえんさといったらなかった。

　情欲にまみれた表情もまた官能的で、彼女の顔を見ているだけでも理性をひどく揺さぶられた。

　アルダは何度も深呼吸をして自身を落ち着かせようとする。不埒な考えは捨てて執務に励まなければ――。

　着替えを済ませて執務椅子に座り、羽根ペンを手に取るものの集中できない。

（そういえば鍛錬がまだ途中だった）

　鍛錬場で汗を流してから机仕事を再開しよう。

　そう思い立って廊下を歩いていると、侍女たちが給仕控室で「レイチェル・ティアニー公爵が姫様の最有力婚約者候補」と言っているのが聞こえた。つい足を止める。

　立ち聞きはよくないと思いながらも、両足が床に張りついたようになってしまい動かない。

「パトリス陛下が推していらっしゃるらしいのよ」

　アルダは目を見開き、重い両足をなんとかして前へと動かした。

（それで……姫様とティアニー公爵は茶会で話をしていたのか）

　自分の知らないところでイレーナの結婚話は進んでいる。

　愕然がくぜんとするのと同時に喪失感と妬ねたみ嫉そねみが生まれ、黒い感情が渦巻く。

　アルダは無心で鍛錬に励み、その後は執務室で机仕事に精を出した。

　ところが、しばらくするとイレーナの様子が気になってしまい仕事に集中できなくなった。

　早々に仕事を切り上げ、イレーナの寝室を目指して王宮の廊下を歩く。ちょうど角を曲がったとき、イレーナとレイチェルが連れ立って寝室から出てくるのが見えた。

（姫様と、ティアニー公爵――）

　イレーナは朗らかな笑顔でレイチェルと話をしている。アルダはとたんに落ち込んだ。

（姫様はティアニー公爵が寝室に入るのを許したのか……）

　いつの間にそのような間柄あいだがらになったのだろう。

　焦りを覚えたものの、どうすることもできない。アルダは踵を返し、足早に廊下を歩く。

（とても似合いだった）

　ティアニー公爵レイチェルは身分、人柄ともに申し分ない。浮いた噂もなく実直で、外交部門の要職に就つき、他者の信頼も厚い。彼女を悪く言う者にはただの一人も出会ったことがない。

（姫様の伴侶に……とパトリス陛下が推してくるのは当然かもしれない）

　イレーナのことを真に思うのであれば、家柄も性格もよいレイチェルは結婚相手として最適だ。

　そうしてアルダは自分自身を納得させようとした。

　しかし、そうしようと思えば思うほど反発心が生まれ、二人の仲を素直に応援しようという気はまったく起こらない。

　むしろ邪魔したいとすら思えてくる。そんな自分が嫌になる。




　翌日、アルダはイレーナとともに馬車に乗った。ローゼンブルク国の記念式典に出席するためだ。あらかじめ決まっていたことである。

　馬車内にはイレーナとアルダの二人だけだ。イレーナの指示でそうなった。

　ベリンダも出席予定だったが、他国の姫から呼びだされ、そちらに行ってしまった。

「姫様。その……侍女の同乗は必要ございませんか？」

　レイチェルは正式に婚約者候補に立っているわけではないが、婚前の大事な時期だ。不用意に二人きりになってはいけないのではないかと思った。

　ところが向かいに座るイレーナはきっぱりと言う。

「必要ないわ」

　こちらの意図は少しも伝わっていない様子だ。

　はっきりと言うべきだろうか。だが躊躇われる。

　レイチェルと結婚するつもりなのかと質問して、そうだと肯定されるのが恐ろしいせいだ。すっかり怖気づいてしまい、確かめられない。

　いっぽうイレーナは上機嫌で車窓から景色を眺めている。

　アルダは唇を引き結んで閉口する。

「……ねえ、どうしたの？」

　下から顔を覗き込まれ、ドキリとする。

「なにが、でしょうか」

「だってアルダったら、黙り込んじゃって……。なんだか変」

　アルダは視線を彷徨わせて「そんなことはありません」と答えた。

　手を伸ばせばすぐ届くところにイレーナはいるというのに自分のものにはならない歯がゆさで、いたたまれなくなる。

（これだからいけないのだ。普段どおりにしていなければ）

　こんな態度ではイレーナを不安にさせてしまうだけだ。

　アルダは気を取り直し、いつもと変わらない態度を心がけた。

　馬車はローゼンブルク国へ向けて順調に進んでいた。

「ねえ、馬車を降りて街を散策しない？」

「いけません、姫様。万が一、街中で発作が出たら――」

「あなたが慰めてくれればいいのよ」

「……っ」

　さらりと言いのけるイレーナが小憎らしくも愛らしい。

「このままではローゼンブルクに早く着きすぎてしまうわ。あちらも準備があるでしょうし、あまり早いのもかえって迷惑よ」

　尤もっともらしいことを言っているが、街を見てまわりたいだけに決まっている――とは、とても口には出せない。

「それに御者ぎょしゃや馬たちだってそろそろ休憩したいのではない？」

　そんなふうに言われれば、首を縦に振らざるをえない。もともとイレーナには頭が上がらない。

「……わかりました」

　観念したようにアルダが言うと、イレーナは満面の笑みになった。

　馬車内にあった呼び鈴を「チリンチリン」と軽快に鳴らして、イレーナは御者に「国境の街に寄ってちょうだい」と言った。

　馬車が停まると、

「さ、行くわよ」

　うきうきとした様子で促された。

　アルダは先に馬車を降り、イレーナの手を取り彼女が降りるのを手伝う。今日のイレーナは裾に広がりがないドレスを着ていた。

（もしや姫様は、もともとどこかの街に立ち寄るつもりで装飾の控えめなドレスをお召しになったのだろうか）

　王族が身に着けるものにしてはずいぶんと地味だ。詰襟の簡素なドレスである。それでもなお美しいのには変わりないが。

　それにしても、嬉しそうに斜め前を歩くイレーナの顔を見ていると気持ちが和む。

　この街――オンザはローゼンブルク国との境にある。山を切り開いて造つくられた街なので坂道が多い。

　眼前には石畳の坂が続いていた。その急な坂道を、身なりのよい老年女性が上っている。背中と両手に大荷物を抱えていた。

「あのご婦人……大変そうだわ」

　足取りは重く、一歩一歩をやっと前へ出している。

「ねえ、手伝ってあげましょうよ」

「そうですね」

　白髪頭の女性に歩み寄り、

「お手伝いさせていただけない？」

　イレーナがにこやかに提案した。すると女性は皺くちゃの笑みになって「よろしくお願いします」と答えた。

　アルダは女性が背負っている荷物を後ろから支え、イレーナは女性が両手に持っていた荷物のうちのひとつを坂の上まで運んだ。

　坂を上りきると、

「ありがとうございました。本当に助かりました」と女性は深々と頭を下げた。

　イレーナは「いいのよ」と言ってまた歩きだす。

　しばらく歩くと、イレーナは足を止めて後ろを振り返った。

　老年女性の姿はもうなかった。角を曲がって行ってしまったのだろう。

「それにしても、どこかで見たことがあるような気がするのよね……。どこだったかしら」

　イレーナは考え込む。

（そう言われてみれば、たしかに……）

　アルダも同じように考えを巡らせたが、思いだせなかった。

「まぁ、考えても仕方がないわね」

　そうしてまた路地を進みはじめる。楽観的だがそれがイレーナの美点でもある。

　ところが軽快に進んでいたイレーナの足が急に止まる。

「どうされました？」

　胸に手を当てて荒く息をしている。それはきっと、坂道を上ったからではない。

（発作だ……！）

　アルダはイレーナに駆け寄る。

「姫様、馬車に戻りましょう」

「……無理。歩けない」

「では私がお抱きして――」

「いやよ、目立つじゃない。それに……まだほんの少ししか街を見ていない」

「ですが、このままでいるわけには……」

　するとイレーナは肩で息をしながらあたりを見まわした。

「あっちへ……行きましょう」

　路地裏を指さしている。アルダはひとまず言われたとおりに、高い建物に囲まれた袋小路の突き当りまで行った。人の往来はない。

「ここで……慰めて、アルダ」

　イレーナの唐突な発言に、アルダは口を開けてポカンとする。

「なにを、おっしゃるんです」

　驚きのあまり不躾ぶしつけな物言いになってしまったが、イレーナに咎められることはなかった。

「とにかくいったん馬車へ戻りましょう」

　ふたたび提言するも、イレーナは頑として譲らない。大きく首を横に振って、

「私に触れて……お願いだから」

　懇願されれば揺らいでしまう。

　命令だと言われたわけでもないのに、両手が一人でに動いてイレーナの腰元を掴む。

　きっと本能が彼女を求めている。

　顔や耳のまわりをそっと撫でる。イレーナは赤く上気した頬で、くすぐったそうに緑眼を細くした。

　つい両手で頬を撫でまわしてしまう。滑らかで、手のひらに吸いつくようだった。わずかに汗ばんでいるのは『発情中』だからなのだろう。

　ドレスに隠されている部分にも触りたい衝動に駆られる。頬や耳まわりだけでは不満足なのはイレーナも同じのようで、自ら詰襟のボタンを外しだした。

　イレーナの透き通るような白い肌がどんどん露わになっていく。アルダはそれを撫で下ろす。コルセットの紐は前開きだった。イレーナは自らの手で紐を解いていく。

　街中で発情が起こることを予想していて、自分で脱ぎやすいようにしていたのだろうかと勘繰かんぐる。

（いや……きっとたまたまだ）

　コルセットが緩み、シュミーズの前ボタンが開かれ、零れんばかりの豊かな乳房の深い谷間が現れる。

　その乳房の先端がどれだけ鮮やかで煽情的なのかを、もう知っている。

　アルダはゴクッと喉を鳴らした。

　イレーナの指先がシュミーズの白い布を左右に割る。膨らみの先端は尖った形をしていた。ここが屋外だということも忘れて魅入ってしまう。

　この鮮烈な先端を素肌に押しつけられたら、どれだけ気持ちがよいだろう。甲冑に押しつけられたときは、それはもうひどく身悶えした。

「アルダ……」

　その呼びかけを「触って」と訴えかけられているものだと脳が勝手に判断する。

　今日は手袋をしていない。イレーナの、瑞々しくもいじらしい薄桃色の乳頭に、素手で触れることができる。

　ところがやはり躊躇いは残る。本当に触れてよいものか――。

「はやく」

　イレーナの言葉に後押しされ、彼女の首筋にあてがっていた両手を下方へと滑らせる。素手で触れる膨らみは、布越しにそうするよりも弾力を感じるとともに、至上の柔らかさだった。悦よろこびが込み上げてくる。

　指先をイレーナの柔肉に深く沈み込ませ、薄桃色を目指す。ドッドッドッ……と胸が鳴る。乳輪に差しかかると、心臓の高鳴りは先ほどまでの比ではなくなった。

「ぁんぅ……」

　薄桃色は少しざらついていた。もともと尖った形だった乳首がさらに凝り固まったようだった。

（感じていらっしゃる――？）

　発情中は特に敏感になるのかもしれない。

（あぁ……興奮する）

　口を半開きにして「ぁっ、はぁん」と喘ぐイレーナを見ているだけで下半身が熱を持つ。

　アルダは両手の指を薄桃色の上に載せて円を描いた。

「ぁっ、はぁっ……んぁっ」

　イレーナの顔と乳頭を交互に見る。胸のいただきにはまだ触れない。

　焦らしているのは故意ではない。悶える彼女を見て愉しむなど、なんて趣味が悪いのだろうと思うが、そうせずにはいられなかった。

「あぁ、アルダ……！　乳首に……はやく」

　その言葉をずっと待っていた。自分自身も焦らされていた。

　アルダはコクッと頷いて、尖りの根元を人差し指でツンツンと小突く。

「ひゃうっ、はぅんぅっ！」

　イレーナの甘い声が指の動きを加速させる。

　乳首の根のほうを指で執拗に揺さぶる。

「ぁはっ、はぁうぅ、うぅんっ」

　両腕にしがみついてくるイレーナが可愛らしくてたまらない。懸命に縋られていることに愉悦を覚える。

「……つまんで？」

　虫の鳴くようなか細い声で乞われ、脇腹のあたりがぞくぞくと震えた。

　指で根元を揺さぶるだけでは物足りなくなったらしい。

　硬い蕾の下部をそれぞれ親指と中指で挟み込む。

「あぁあっ！」

　イレーナが大声を上げた。

「あまり……大きな声は……いけません」

　そう窘たしなめた自分の声音はいやに冷静だったが、内心は違う。大興奮している。

　アルダはイレーナの乳首の下部をクニクニと揺さぶりながら大きく息を吐きだした。

「はふっ……うぅん」

　イレーナが吐息交じりに喘ぐ。

　熱い息が頬に吹きかかったことで初めて、自分が彼女に顔を寄せていたことに気がついた。

　彼女から咎めを受けないのをいいことに、官能に悶えるイレーナの顔を間近で眺める。

　やめてと言われればすぐに手放すつもりでいるが、いざそうなったときに本当にできるだろうか。

　イレーナの熱っぽい視線が「もっと」と訴えかけてくる。

　捻り上げるようにして指の腹を擦り合わせながら頂点まで扱く。

「ひぁあぁああんっ！」

　またしても大きな声だ。

「いけません、姫様」

　声を抑えて呼びかけると、イレーナは艶めかしく身をくねらせた。

「だって……ぁっ……きもちぃ……っ、んんぅ」

　イレーナが肩を動かすので、胸の先端も左右に揺れる。

（どんどん硬くなっていく）

　表皮はしなやかなのに芯は硬い。この魅惑的な胸飾りがどう変化していくのか、非常に興味深い。ずっと弄っていたくなる。

　乳頭をつまむのをやめて人差し指で押してみる。

「はんぅっ！」

　豊満な柔肉に沈み込んでいく薄桃色の棘とげを、コリコリと押し捻る。

「ゃっ、やっ、やぁあっ……」

　イレーナは目を伏せて、じれったそうに身を捩る。その姿に加虐心をくすぐられる。自分の中にそんな感情があったこと自体、驚きだ。

（だが誰だって……姫様のこんな顔を間近で目まの当たりにすれば欲情する）

　そうして頭の中で自身を正当化する。

　ふたたび二本の指で胸蕾むねつぼみを挟んで、今度は執拗に引っ張り上げた。

「ふぁああっ！　だめっ、ぃやぁあん……！」

　イレーナが大きな嬌声きょうせいを発しても気にならなくなってきた。雰囲気に呑まれてしまっているのか、あるいはイレーナのそういう声をもっと聴きたいと思ってしまっている。イレーナが大きく喘げば喘ぐほど、愉悦じみた感情が膨れ上がっていくのだ。

「乳首を弄られるのは……お好きですか？」

　なぜこんな質問をしてしまったのだろう。だが訊かずにはいられなかった。

　イレーナはコクコクと小さく何度も首を縦に振りながら、か細い声で「好き」と答える。

（ああ……なんて煽情的なんだ）

　自分が「好き」だと言われたわけでもないのに舞い上がる。

（これは、姫様の発情を治めるために必要なことだ）

　思考は背徳感を拭うほうにばかり傾く。

「はぁ、あぁっ……アルダ……ッ」

　イレーナがしなだれかかってきた。たまらず、彼女の乳頭を指で上下に弾いて捲まくし立てる。

「ぁああぁっ、やぁぁああんっ――!!」

　イレーナはひときわ大きな声を発して仰け反り、そのあとはクタリと脱力した。

（……絶頂なさったようだ）

　翡翠の瞳は閉ざされていた。まつ毛には涙の粒がくっついている。

　アルダはしばらくしてから我に返った。

（このままではまずい）

　事情があるとはいえ、地位のある彼女が裏路地でいつまでもあられもない恰好でいるのはよくない。

　アルダは手早くイレーナの服をもとどおりにした。いっぽうイレーナはというと、立っているのがやっとという状態だ。

「失礼します」

　横向きに抱え上げる。イレーナは大人しかった。微睡まどろんでいるようにも見える。

　人通りの少ない路地を選んで歩き、馬車へ戻る。

　リタが「まぁ、姫様はどうなされたのですか」と声を掛けてきた。

「馬車内で小休憩した後、出発する」

　リタは「かしこまりました。お水をお持ちします」と言い、荷馬車へ行った。

　馬車の座席にイレーナを下ろして様子を見る。彼女が淡くほほえむので、ドキッとしてしまう。イレーナが、これほど口数少ないことがあまりないせいだ。

　馬車内でイレーナに水を飲ませたあと、出発となった。

「少し……眠ってもいいかしら」とイレーナが言うので、馬車内の棚から毛布を取りだして手渡す。

「どうぞ、こちらにくるまって温かくしてお眠りください」

「あら、温かく――というのなら、アルダと寄り添うほうが効率がいいわ」

「――えっ？」

　イレーナはすっかりいつもの調子を取り戻したようだ。安心するいっぽうで、先ほどの発言が気になる。

　どういうつもりなのだろうと見ていると、イレーナは席を立ちすぐ隣にやってきて、膝を枕にして横になった。

「ひ、姫様――」

「ああ、やっぱり。こうしているほうが温かい」

　そうしてイレーナは自ら肩のあたりまで毛布を引き上げた。

（温かいのは……私も同じだ）

　イレーナのほどよい重み。

　じわじわと伝わってくる熱。

　下腹部にまでその熱が伝わってしまったのか、足の付け根がトクトクと脈を刻みはじめた。

（邪よこしまな考えは捨てなければ）

　イレーナはいま発情しているわけではない。そんな彼女に手出しするなど許されない。

　アルダは車窓から外を眺めることでやり過ごそうとする。

「すぅ、すぅ」という規則正しい寝息が聞こえてくる。

（眠ってしまわれた……）

　なぜ残念がっているのだろう。

　身を屈めてイレーナの顔を覗き込む。あどけなさの残る寝顔は愛らしく、胸を締めつけられる。

　そっと頬に触れた。すりすりと撫でる。

（……いけない）

　秘めやかな箇所にも、もっと触れたくなってくる。

　アルダは固く目を閉じて深呼吸をした。




　ローゼンブルク城に着き、馬車が停まるとイレーナは自然と目を覚ました。

「ごめんなさい。すっかり眠り込んでしまっていたみたい」

　イレーナは「んん」と言いながら伸びをする。

「……重かったでしょう？」

「いいえ、まったく」

　アルダが即答するとイレーナは満面の笑みになった。

　馬車を降りるとローズが出迎えてくれる。

「先日はお招きいただきありがとうございました。またお目にかかることができ光栄です。どうぞ城内へ。ご案内いたします」

　ローゼンブルク城は荘厳だった。古めかしい石造りには歴史を感じる。

　ローズの案内で城の廊下を歩き、ゲストルームへ行った。荷馬車の荷物を運び入れる。

　ローゼンブルク城の侍女が紅茶を淹れてくれる。イレーナに「あなたたちも座りなさい」と言われたのでそのとおりにした。

　部屋にはイレーナ、ローズ、侍女のリタがいる。ローゼンブルク国の侍女二人は壁際に立っている。グルーヴ国から来たほかの従者たちは続き間で待機だ。

　ローズはソファに座るイレーナに向かって「式典の開始までこの部屋でごゆっくりとお寛ぎください」と言った。

「ところでイレーナ殿下、その後いかがでしょうか？」

　ローズの問いにイレーナは緩くほほえんだまま答える。

「ええ……。あなたの言ったとおりのことが起こっているわ」

「そうですか――。なにかお困りでしたら、どうぞなんなりとお言いつけ下さい」

「ありがとう。でもいまのところ、なんとかなっているから大丈夫よ」

　不意にイレーナと目が合う。とたんにカァッと頬が火照ほてった。リタは不思議そうに首を傾げている。

「それでは、お時間になりましたらまた参ります」

　ローズが部屋を出ていく。賓客の案内は魔術師ではなく別の者が担うのが常つねだが、先日ローズがグルーヴ国に召喚されたこともあり、ローゼンブルク国側が配慮したか、あるいはローズが自ら買って出たものと思われる。

「あなたたちも、下がっていいわよ」

　ローゼンブルク城の侍女に向かってイレーナがにこやかに言った。二人の侍女が部屋を出ていくと、

「さ、皆でいただきましょう」

　ケーキスタンドにはサンドイッチやタルトが載せられ、そのほかにもカットフルーツの盛り合わせなど食べ物の皿がテーブル上にずらりと並んでいる。

　イレーナはよほど空腹だったらしく、さっそくサンドイッチにかぶりついた。それを、アルダはほほえましく眺めたあとリンゴをかじった。リタはタルトに手をつける。

「ところで今日はなんの式典なのですか？」

　タルトを食べ終わったリタがいまさら訊いてきた。それにはイレーナが答える。

「ローゼンブルク国の建立記念式典よ。今年で百年になるのではないかしら」

　建立して三十年足らずのグルーヴ国に比べてローゼンブルクは歴史がある。それゆえに魔術についても参考になる書物が多く残っているのだろう。

「このあと大広間で会食することになっているわ」

　イレーナの言葉を聞くなり、サンドイッチに手を伸ばしていたリタが苦笑してその手を引っ込めた。

　いま食べ過ぎては大広間での食事に支障が出ると思ったのだろう。

　リタはイレーナの侍女だが男爵家の三女――末席とはいえ貴族だ――でもあるため、今日は盛装している。イレーナの世話も兼ねて、このまま大広間での会食に出席する予定だ。

「では姫様、着替えを済ませておきましょう」

「そうね。リタ、いいかしら」

「かしこまりました」

　グルーヴ国の従者たちが待機しているのとは別の続き間でイレーナは着替えを済ませた。アルダはその場で一人手早く着替えた。

　着替え終えてしばらくするとローズがやってきた。

「お時間となりました。どうぞ、広間へ」

　ローズを先頭に廊下を歩き、大広間に到着する。イレーナ付きの騎士でなければ、このような絢爛かつ大規模な宴に参加することはなかっただろう。ただの子爵には程遠い世界だ。

　貴族の末席である男爵令嬢のリタも同じなのか、会場に入るなり圧倒されて呆けていた。

　広間の壁際にはローゼンブルク国に寄贈されたと思おぼしき祝いの品が各国の札つきで飾られている。グルーヴ国からはあらかじめ赤ワインを贈っていた。赤ワインはグルーヴ国の名産品である。

　長机の上には豪勢な料理がずらりと並び、その料理の数と同じくらい多数のゲスト――各国の王侯貴族が集っていた。

　広間の最奥にいるのがローゼンブルク国の姫アレシアとその伴侶リナだ。アレシアは妊娠中だと聞く。なるほど、腹が大きく膨らんでいる。

　イレーナはアレシアたちを見て「仲睦まじそう……。素敵な方々だわ」と惚ほうけた。

（そういえば――）

　イレーナの恋愛観について、自分はなにも知らないということに気がつく。

　食べ物の好き嫌いはよく知っている。だがどういう女性が好みなのかということに関してはまったく知識がない。

（いや……私には知る必要のないことだ）

　イレーナを守ることが騎士の務めだ。そのことに徹しなければ――。

　ところが、一度気になりはじめるとずっと尾を引く。

　会食が終わり、ゲストルームで一泊し、グルーヴ国へ帰るべく馬車に乗る間際になってもアルダはモヤモヤとした思いを抱えていた。

　城の車寄せまでローズが見送りに来てくれる。

「どうぞこちらを。私からの個人的な土産です」

「まぁ、ありがとう」

　イレーナは満面の笑みで馬車に乗った。

「王宮に着くまで待てないわ。開けてみましょう」

「では私が」

　イレーナから包みを受け取り、リボンを解く。中から出てきたのは衣類のようだった。『異界の下着です』とメモが添えてある。

「下着……ということは、これを胸につけて、こっちはきっと下に履くのね。さっそく着てみたいわ」

「いっ、いまですか!?」

「ええ、早く身に着けてみたい。だって異界の下着なのよ？」

　好奇心旺盛な姫にはなにを言っても無駄だ。

「……わかりました」

　アルダはため息まじりにそう言って、どぎまぎしながら着替えを手伝う。イレーナが下着をきちんと着るまで、胸や脚の付け根から懸命に目を逸らした。

　イレーナの秘めやかな箇所を包んでいるのは淡いピンク色の精緻せいちなレースだ。胸の谷間が強調され、足の付け根は秘所が見えるか見えないかギリギリのラインを薄手の布が覆っている。官能をそそるデザインだ。

　彼女の体にぴったりとフィットしたサイズなのはなぜだろうと疑問に思ったが、ローズは魔術師だ。そのあたりはきっと、どうにかなるものなのだろう。

「――どう？」

　その呼びかけで我に返る。つい見惚みとれてしまっていた。

「ぁ……ええと、よくお似合いです」

「そう。今日はこのままでいるわ」

　下着はそのままで、ドレスを着せ直す。もっと見ていたいとも思ったが、そんなことは言えない。

　イレーナは上機嫌で窓の外を眺めている。

　ずっと気になっていたことを尋ねるチャンスではないか。王宮に戻れば、二人きりになる機会はそう多くない。

　意を決し、思いきって口を開く。

「姫様は、その……どういった方がお好みなのですか」

　ドッドッドッ……。これほど緊張したことがいままでにあっただろうか。

　イレーナはきょとんとしていたが、その数秒後には口の端が吊り上がった。いやに嬉しそうだ。

「そうねぇ……清廉せいれんな方、かしら」

　まるで想い人がいるような発言だ。イレーナは顎に手を当てて、上目遣いで見つめてくる。その仕草にドキッとしながらも、イレーナの言葉の意味を考える。

　清廉――私利私欲がなく清らかなこと。

（私には縁遠い言葉だ）

　馬車の車輪が回る音だけがどこか虚しく響く。

　ふとレイチェルの顔が浮かぶ。彼女は公爵という立場にありながらも寛容で、何事にも拘らず私欲がないと聞いたことがある。

　アルダは僅わずかに目を見開きイレーナを凝視する。

（姫様はやはりティアニー公爵のことが……？）

　こんなことを考えている時点で自分は欲まみれで器が小さい。憶測で、レイチェルに嫉妬している。

　だが「だれか想う人でも？」と尋ねる勇気はない。

　騎士を名乗っているのに、なんて臆病者おくびょうものなのだろう――。




　ローゼンブルク国から母国グルーヴへと戻ったアルダとイレーナは王宮のエントランスで別れた。

　私室で荷解きをしていると、

「アルダ様、大変です！」

　リタが血相を変えてやって来たので、荷物を散乱させたまま廊下をバタバタと走りイレーナの私室へ行った。

「……これは」

　部屋の壁に造りつけられている大鏡が赤いなにかでべったりと汚れている。

　イレーナは入口のところで立ち尽くしていた。平静を装っているようだが、顔色はよくない。

　アルダは鏡に近づき、匂いを確認した。

「トマトのようだ」

　イレーナが安堵したように「そう」と言ったのは、それが血ではないとわかったからだろう。

（しかし、いったいだれがこんなことを――）

　廊下に立っていた、険しい顔のステラと目が合う。すると侍女頭は訝いぶかしげに目を細め、行ってしまった。
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        第四章　狙われた姫


　馬車を降りて田舎道を歩く。すぐそばにはアルダ、それから後方にリタがいる。

「んん、いいお天気ね」

　アルダが「そうですね」と相槌を打つ。

　今日は公務で出張でばってきたわけだが、天気に恵まれてよかった。

　このウィナン地方の葡萄畑ぶどうばたけにはたびたび視察に訪れている。グルーヴ国随一の名産品であるワインには葡萄が欠かせない。

　葡萄畑へと続く道は狭く馬車は通れないので、いつもこうして徒歩で行っている。

　鼻歌でも歌いながら歩きたいところだが、いまは身内ばかりしかいないとはいえ公務だ。呑気にしているわけにはいかない。

（ん……？）

　イレーナはふと足を止める。なにか地響きのようなものが聞こえたからだ。そしてそれはアルダも同じだった。彼女もまた立ち止まり、あたりを見まわしている。

「なにかしら、この音――」

　ゴゴゴ……という音がしだいに大きくなっていく。

　振り返ったそのときだった。身の丈ほどの大岩が眼前に迫っていた。

「きゃっ――!!」

　イレーナが叫ぶのと同時に、耳をつんざくようなキイィィンッという鋭い轟音が響く。

　岩は体に当たることなく右と左に分かれて地面に落ちた。アルダが大剣で岩を真二つにしたのだ。

「姫様、お怪我は」

　アルダは依然として大剣を構えたまま周囲を警戒している。

「平気よ。ありがとう」

　リタが「姫様」と呼びかけながら駆け寄ってくる。アルダはこれ以上の落石がないか注視していた。もう地鳴りは聞こえない。

「しかし、このようなところで落石とは……」

　アルダの表情は極めて険しい。

「たしかにそうね……。葡萄畑への視察はクレアお母様が姫だった頃からずっと続いていることだけれど、落石にあったなんて聞いたことがないわ」

「視察は取りやめにしますか？」

　イレーナは思案顔になる。

「危険はまだありそうかしら」

　アルダはあらためて周囲をぐるりと見まわす。

「いまのところ特には」

「だったら、このまま続けるわ。落石が人為的なものだとは限らないでしょう？　予定よりも早めに切り上げるつもりではいるわ」

「……かしこまりました」

　渋々といった様子でアルダが頷く。

（アルダとしては視察を取りやめて帰りたいのだろうけれど）

　そのほうがアルダにとっても危険が少ないのは理解できるが、ここで取りやめにしては落石が人為的だったと噂されかねない。

（私も、もっと気をつけなくては）

　アルダの警護には全幅の信頼を寄せているが、彼女は自分を犠牲にしてでも職務を全まっとうしようとするきらいがある。

（アルダに、傷ついてほしくない）

　その一心でイレーナは周辺をきょろきょろと見まわしながら葡萄畑へ続く小道を進んだ。

　無事に葡萄畑の主あるじの家に到着する。イレーナが主と話をしているあいだ、アルダは邸の使用人たちになにか話を聞いているようだった。

「それでは試飲用のワインをお持ちしますね」

　主が席を外したのでイレーナは窓辺に立ち葡萄畑を眺めた。

（あら……？）

　畑の片隅で、リタが地元住民になにか手渡している。窓が閉まっていて距離があるので、会話までは聞こえない。

　イレーナは戻ってきたリタに尋ねる。

「リタ？　だれかと話をしていたわね。知り合い？」

「はい。旧友です」

　照れたようにほほえむリタを見てイレーナは直感する。

（なんだか嬉しそう。きっと想い人ね）

　それで、なにかプレゼントを渡していたのだろう。

（でも……リタは男爵家の娘なのに）

　相手はおそらく爵位を持たない農民だ。身分で差別をするわけではないが、なにかと障害があるのではないかと思う。

（まあそれは、私とアルダも同じだけれど）

　ちらりとアルダを見やる。邸の使用人たちとまだなにか話し込んでいる。ずいぶんと険を帯びた表情だ。

　イレーナはこっそりと息をつくのだった。




　葡萄畑から王宮に戻ると、アルダに「姫様。少しよろしいですか」とごく真剣な顔で言われたので、イレーナは「ええ」と答えて私室へ行った。ほかの者は下がらせて、アルダと二人きりになる。

「ウィナンの住民に確認したところ、あの場所での落石はやはり不自然とのことでした。先日の鏡の件といい……なにかおかしいです。姫様の御身おんみを狙う者がいるとみて間違いない。この王宮内に」

「私を――？」

　これまでの人生でだれかに狙われるというような事態には陥ったことがなかった。

　もとより王位争いなどない。ベリンダは他所よその国の姫のもとへ嫁ぐ気まんまんだ。

（でも……アルダの言うとおりだわ）

　イレーナは大鏡を見る。ローゼンブルクから帰国したときに付着していたトマトは、いまは跡形もなくきれいに拭き取られている。

（この部屋に侵入したのが王宮の部外者だとは考えにくいし、落石だって……私の行動を把握していなければ、できないことだわ）

　アルダの言うとおりこの王宮内のだれかということになる。顔見知りである可能性が高い。

　イレーナは唇を引き結んで沈黙する。

「ですから――これからしばらくは、王宮内でもおそばに置いていただけませんか？」

　アルダの提案に、イレーナはパァッと表情を明るくした。

「ええ、ぜひお願いするわ。アルダがそばにいてくれれば心強いもの」

　するとアルダは、はにかんだ笑みを見せた。

「朝から晩まで……ずっと、私のもとを離れないでいてくれるのよね？」

　確認すると、アルダは驚いたような顔になる。

「姫様にお許しいただけるのならば」

「もちろん許すわ」

　アルダは神妙な面持ちで大きく頷く。

「この身に代えても姫様をお護りいたします」

「ありがとう」と答えながらも複雑だった。身を挺ていしてまで護らないでほしい。彼女にもしものことがあれば、生きる気力を失う。

「この件は陛下にもご報告いただきたいのですが」

「あぁ……そうね。ではさっそくついて来てくれる？」

　イレーナはアルダとともに私室を出て両親のもとへ向かった。いつもどおりアルダは部屋の前で待機し、自分だけが両親の部屋へ入る。

「突然お訪ねしてしまって申し訳ございません」

　イレーナが言うと、クレアはにこやかに「いいのよ、いつでも来てくれて」と返した。

「ありがとうございます。じつは――」

　まずは、私室の大鏡がトマトで汚れていたことを話した。二人は驚かなかった。ステラが報告していたのだろう。

　次に、落石にあったことも語る。自然現象とは考えにくいことも強調した。

「――ですから、アルダをそばに置き日夜警護させようと思うのです」

　するとすぐにクレアが「そうね、そうしてもらいなさい」と後押ししてくれた。

　だがパトリスが難色を示す。

「そのアルダこそあなたの命を狙う輩かもわかりません。騎士はだれか別の者を――」

　イレーナは一気に頭に血が上る。

「私はアルダに全幅の信頼を寄せております」

　毅然きぜんとした態度で発言した。たとえ両親に『反抗的だ』と受け取られても、これだけは譲れない。

「それに、落石があったとき護ってくれたのは他でもないアルダです。彼女の身も危険だった」

　パトリスの顔が険しさを増す。イレーナは種つけの母から目を逸らさなかった。

「パトリス？　心配なのはわかるけれど……アルダはもう何年もイレーナに仕えているのだし」

　クレアが諭すような声音で言った。するとパトリスは苦虫を噛み潰したような顔になりながらも「わかりました。いいでしょう」と答えた。

「ところでイレーナ」

　パトリスにあらためて視線を据えられる。

「あなたはティアニー公爵のことをどう思っていますか？」と尋ねられ、心の中で「きた！」と叫ぶ。

　この部屋を訪ねたときから、避けられない話題だと覚悟はしていた。

「立派な方だとは思いますが――」

　言葉を濁すと、パトリスとそれから壁際にいたステラが同時に眉を顰ひそめた。

（ティアニー公爵は、私がアルダのことを好きだってこと……パトリスお母様に言ったのかしら）

　そういえば口止めはしなかった。

「ともかく、この件が落ち着くまで結婚どころではないわね？　王宮の警備も強化するよう、要請しましょう」と、クレアが助け船を出してくれる。

　イレーナは「よろしくお願いいたします」と言い、部屋を出た。

　扉の外で大きなため息をつく。アルダが窺うかがうような視線を寄越よこしてきた。

「お母様方にはあなたに四六時中、警護してもらうことを了承していただいたわ」

「そうですか。ありがとうございます」

　安堵したような顔になったアルダを見て、イレーナもまた胸を撫で下ろす。

（アルダと、ずっと一緒にいられる……！）

　心が浮き立った。踊りだしたくなる。何者かに狙われているのに悠長なことだと咎められても反論はできない。

（だめだめ、あまり喜んでいては変に思われるわ）

　しかしながら、狙われているという恐怖よりも、アルダがそばにいてくれる喜びのほうが圧倒的に勝まさるのだ。自然と口元が緩んでしまう。

「ああ、そうだ。アルダの机を私の部屋に移したほうがいいわね？」

　提案するとアルダは「そうですね」と二つ返事をした。

　アルダは自室から一人で執務机を抱えて、イレーナの部屋へと運び込んだ。

「これで、一緒に机仕事ができるわね！」

　二人はさっそく、視察のあいだに溜まった書類を片づけはじめる。しばらくは紙束をめくる音だけが響いた。

（困ったわね……。全然集中できない）

　二人きりなせいでアルダが気になり、ついつい盗み見てしまう。

　アルダはピンと背筋を伸ばして羽根ペンを動かしている。凛々しくて、それでいて優雅だった。

　彼女の指先に目がいく。あのしなやかな指で乳首を弄られたのを思いだし、頬が熱くなる。

　すると急に目が合った。

「……どうなさいました？」

「えっ？」

　こっそり見ていたつもりが、わかりやすく凝視してしまっていたらしい。

「あ――いいえ、なんでもないのよ」

　コホンと咳払いをして手元の紙に視線を落とす。

（慣れるまで時間がかかりそうだわ）

　アルダが素敵すぎるのがいけないのだ。

（でもアルダは……私のことなんて、ちっとも意識していないようね）

　些いささか不満ではあるが、同じ空間にいられるだけでも幸せだと思わなければ。欲張ってはいけない。




「食事も一緒に取りましょう」と提案するとアルダはすぐに首を縦に振った。

「僭越ながら私も姫様と同じものを――先に食しょくさせていただこうと思います。なにか混入している可能性も否めませんから」

　毒見役にもなるということだ。

「わかったわ」

　アルダに毒見などさせたくないが、彼女は騎士として頑かたくななところがある。なにか言っても聞き入れてもらえないだろう。

　夕方、二人で食堂へ行き長机を囲んで着席した。シェフは壁際にいる。

　アルダはシェフに「どうか気を悪くしないでもらいたいのだが――」と前置きして、イレーナに危険がないよう毒見をすることを告げた。毒見のことはあらかじめ侍女を通じて伝えていたので、シェフはすぐに快諾した。

　斜め向かいに座っているアルダがナイフとフォークを動かしはじめる。イレーナはそれをジィッと見つめた。

「……申し訳ございません。お腹が空すかれましたよね？」

　あまりにも熱心に見つめていたせいだ。物欲しいと思われてしまった。

「ち、違うわ。いいの、ゆっくり食べて？　その……私はただ、あなたの顔色を注視していただけよ」

　付つけ焼刃やきばの言いわけだがアルダは納得したようだった。頬をほんのりと赤く染めて「ありがとうございます」と笑う。その顔を見て、心がきゅうっと締めつけられた。

「特に問題はないようです」

　アルダがあらかた食べ終わると、イレーナも食事を始める。

「んん――美味しいわ」

　アルダは先に食べ終わっているが、それでも彼女と二人の食事だからこそ、心から美味しいと思える。

　アルダと視線が絡む。見守るような眼差しに、胸の奥をくすぐられた。




　湯浴みを済ませたあとは寝室でアルダと二人きりになった。

　先ほどアルダ用のベッドが運び込まれたので、いまこの部屋には二つのベッドがある。

（ベッドは一つでいいのに）

　イレーナはなんとかしてアルダを同じベッドに誘おうと策を練る。

（……そうだわ！）

　棚からワインボトルを取りだしてアルダのほうを振り返る。

「葡萄畑の主からいただいたワイン、さっそくだけれどいただきましょう」

「ではグラスを準備いたします。姫様はどうぞお掛けになってください」

「準備なら私も手伝うわ。ねえ、一緒に飲みましょう？　一人で飲んでいても楽しくないわ」

　酒で酔わせればもしかしたら、アルダは同じベッドで寝てくれるかもしれない。

「ですが……」

「あなた、お酒にはすごく強いじゃない。今日はもう、あとは眠るだけなのだし」

　それでもまだアルダは躊躇ためらっている様子だ。酒を飲んでは、護衛の騎士としての責務を果たせないと思っているのだろうか。

「ね？　おねがいよ。アルダと乾杯したいの」

　それでもまだアルダは折れない。困り顔で首を横に振っている。イレーナは心の中で「むぅ」と唸る。

「あぁ、それにワインの毒見も必要なのではなくて？」

　密閉されたワインボトルだ。よほどのことがなければ毒物の混入はないと思われるがあえて提言した。

　するとようやくアルダは「わかりました」と了承した。

　二人はソファに並んで座る。アルダは慣れた手つきでグラスにワインを注そそいでいく。夜は一人で晩酌でもしているのだろう。

「どうぞ」

　差しだされたグラスと、アルダの手元に残ったグラスのワインの量を見比べる。アルダのほうが圧倒的に少ない。

　イレーナはワインボトルを手にしてアルダのグラスにどぼどぼと注ついだ。

「姫様！」

「あら、いいじゃない。たくさんいただいたのだから」

　棚にはまだ何本もワインボトルが並んでいる。

　イレーナはグラスのステムをつまんで「かんぱ～い」と言い、アルダのグラスと突き合わせた。

　毒見をと言った手前、アルダが飲むのをしばし見守る。

「……美味しいです」

「そう。では私も」

　ぐびぐびと一気に飲む。

「姫様。あまり一度にたくさん飲んではいけません。姫様はそもそも酒にはそれほどお強くないではありませんか」

「んもぅ、いいじゃない」

　かまわずワインを呷あおる。そうして三十分が経つ頃には、すっかり酔いがまわってしまった。

　いっぽうアルダは見た目にはまったく変わっていない。

「アルダも、もっと飲んでよぉ」

「いえ、私はもうけっこうです」

「頑ななんだから……」

　イレーナはぷぅっと頬を膨らませる。

「口移しで飲ませちゃおうかしら」

「――!?　そっ、そのようなこと……」

　いつだって平静な騎士が動揺しているのが面白い。

「いやよ。決めたもの」

　ワインを口に含んでアルダにしなだれかかる。

「いっ、いけません」

　ところが顔を思いきり背けられ、口の中のワインは自分で飲み込むしかなかった。

「私と唇を合わせるのは、そんなに嫌……？」

　涙腺が熱くなり、視界がぼやける。イレーナが瞳を潤ませているのを見たアルダはギョッとして目を剥いた。

「いえ、その……」

　煮えきらない態度にやきもきする。

（……そうだわ）

　あることを思いついたイレーナは大仰に息をつき、上目遣いでアルダを見つめた。

「体が……熱いわ」

　アルダに抱きつく。ふだんなら考えられないことだが、酒のせいで気が大きくなっている。

「酒をお飲みになったせいでしょう」

　よそよそしくアルダが答えた。目も合わせてもらえない。

「胸がドキドキする」

「それも、酒の――」

「きっと発情だわ」

　アルダの言葉を遮るようにしてイレーナは言った。

「えっ!?」

　碧い目が驚きに見開かれる。

　発情を装うとは、自分はなんて狡猾こうかつな女なのだろう。そう思いながらも、アルダに触れてほしくてたまらなかった。

「ねぇ……アルダ」

　彼女の腕に胸を押しつける。上半身はネグリジェとシュミーズしか身に着けていないので、アルダの腕の感触がよくわかる。

「さわって……」

　催促すると、

「発情――ならば、仕方がないですね」

　言い聞かせるような調子で呟き、アルダが両手を伸ばしてきた。期待に胸を高鳴らせる。

　ネグリジェ越しに二つの膨らみを持ち上げられた。

「ぁ……っん」

　壊れものに触れるようにやわやわと扱われ、脇腹のあたりがゾクゾクと震える。胸の先が尖るのを感じた。現に、二つの蕾はネグリジェの上にぷっくりと盛り上がっている。アルダはそのことに気づいているだろうか。

「ここ――」

　ネグリジェの布地を高々と押し上げているそれを、アルダが指で探る。

「んぁあっ……！」

　布地越しでも気持ちがよい。足の付け根がトクトクと脈づく。

　爪で引っかかれても、アルダの指とのあいだには布地が挟まれているので痛くはない。それどころかもどかしさばかりが募る。

「じらしちゃ……んっ、いやぁっ……アルダ」

　絶たえ絶だえに言うと、アルダは眉根を寄せた。苦悶したような表情で、ネグリジェの胸元を下へずらす。

「ひゃんっ」

　シュミーズごと下にずれて、薄桃色の突起が顔を出す。乳頭を含む胸の上半分だけ垣間見えている状態だ。

（こんな恰好……卑猥だわ）

　だがそれをアルダに見られていると思うとよけいに興奮する。

　天井を向いて勃起した乳首をアルダはしげしげと眺め、その周辺を擦りはじめる。

「ぁん、んっ……はぅうん……っ」

　尖りに触れないのは絶対にわざとだ。焦らされている。

（アルダって忠義だけれど……こういうとき、少し意地悪よね）

　しかしそれもまた、彼女の本質を知れたようで嬉しい。それを知っている者はほかにいないだろうという優越じみたものを感じる。

（催促するまで、いただきには触れないつもりかしら）

　アルダを観察する。僅わずかに眉根を寄せ、唇を微かすかに開けて大きく息をついた。

　イレーナは身を乗りだして「アルダ」と呼びかける。するとアルダの両手がピクッと跳ね上がった。

「姫様……」

　呼び返されたのが嬉しかった。同時にこちらの意図も伝わったらしい。アルダの指先が胸のいただきに登りはじめる。

「ぁはぅ、う、んぅ……っ」

　つかず離れずの加減で乳頭に触れられ、もどかしさと快感で身も心も混乱する。

「んぁ……っあぁ、はぅ」

　くすぐるように揺さぶられ、ひっきりなしに喘いで腰をくねらせる。

（ああ、どうして――）

　気持ちがよいのには違いなかったが、物足りない。乳首だけではなくほかのところにも触れてもらいたい。

　どんどん貪欲になっている。

　イレーナは大きく胸を上下させながらネグリジェの裾を自分の両手で引き上げた。足を左右に広げて股間を見せつける。

　以前、ローゼンブルク国でローズから貰った下着を身に着けていた。ドロワーズよりも着け心地がよいので、輸入しようと思っている。

　クロッチの部分には丸い染みができていた。淡いピンク色の薄手の生地だからそれが目立つ。

　アルダは乳頭に指を添えたままイレーナの下半身を凝視していた。その視線すらも心地がよく、足の付け根が甘く疼く。

「もう、たまらないの……」

　声が震えてしまった。緊張しているし、期待もしている。アルダの指が足の付け根に触れたら、いったいどんな快楽に見舞われるのだろうと。

　自分の中から蜜が溢れるのを感じる。いままさに外へと零れでた。下着の濡れ染みが濃くなったような気がする。

　アルダの喉元がゴクリと動くのがわかった。イレーナの乳首に左手の指を添えたまま、もう片方の手を下へと滑らせていく。

　彼女の手が脇腹のあたりを通るので、くすぐったくなって身を捩った。

「は……ぁ、ん」

　内股と下着の際を指で辿られるとそれだけで全身が粟立あわだつ。

　早く――早く中心に触れてほしい。

　アルダの指先がゆっくりと横へ動いて丸い染みを捉える。ほんの少し触れられただけでも、快感が手足の先まで駆け巡った。

「も……っと、もっと……アルダ」

　みっともなく希こいねがうと、アルダは小さく頷いてクロッチの中央を指の腹で押した。

「ふぁあぁあんっ！」

　指がちょうど豆粒を突いたせいで、爆発的な快感が湧き起こった。

　しかしすぐに、その一突きだけでは不満になり、腰を揺らして催促することになる。アルダはすぐに応えてくれた。

　薄い生地越しに指先が陰唇を探る。

　そう強い力で押されているわけではないというのに、指が少しでも動くとそれだけで快さを覚える。

「ぁふっ……ふ、うぅんっ……」

　アルダは焦らしているのか、あるいは慎重になっているのか、指を大きくは動かさない。小刻みに辿られている。

　一思ひとおもいに強く掻き乱してほしい気持ちと、じっくりと弄んでほしい気持ちが入り混じる。

　下着の生地が陰部に貼りついている。ところが、どうしてか少しも不快感がない。

（ううん――）

　アルダに進言しよう。下着が肌に貼りついて、この上なく不快だと。そうすれば、彼女はきっとじかにそこに触れてくれる。

「下着を……脱がせて？　生地が……貼りついて、気持ちが悪いの」

　アルダは碧眼を大きく見開く。

「わ、わかりました」

　珍しく上ずった声だった。動揺しているのだろうか。

　思惑どおりに事が運び、内心ほくそ笑んでいる自分が恐ろしくなる。いったいどれだけ強欲なのだろう。

　アルダの両手が下着の両端に掛かり、ゆっくりと引き下ろしていく。異界の下着は丸まって足先から抜ける。

　解放感と羞恥心しゅうちしんで、全身が滾たぎるようだった。体の端々まで熱くなる。

　それが酒のせいなのか、呪じゅのせいなのか、あるいは単たんに興奮しているからなのかわからなくなってきた。

（見られている――）

　アルダが秘所を見つめている。触れられずともその視線だけで快楽を極めてしまいそうだった。

　イレーナは腰を左右に大きく揺らしてアルダを誘う。

　アルダは眉間に皺を寄せて、躊躇ためらうような素振りを見せながらも花弁の莢さやに指先をあてがう。

「あっ……」

　小さく喘ぎ、息を吸って長く吐きだす。

　胸の飾りは先ほどからずっと尖っている。花芽のまわりをぐるりと一周された。

「あぁあ、ふぁあっ……！」

　仰け反ると乳房が上下に弾んだ。蜜口からはさらに愛液が溢れ、革張りのソファを濡らす。

「……震えていらっしゃいますね」

　アルダがポツリと言った。イレーナは初め、それがなんのことなのかわからなかった。体は別段、震えていない。

　その答えはアルダの視線の先にある。下半身を覗き込めば、花芽がヒクヒクと蠢うごめいていた。アルダはこの豆粒が『震えている』と言ったのだ。

　とたんに恥ずかしくなり、耳まで真っ赤になる。

「だ……って……」

　言いわけが思いつかない。性的に興奮して、心地がよくて、その小さな肉粒が反応しているのだ。

　おまけに愛液だってとめどなく溢れてくる。もはや弁明のしようがなかった。

「だったら、早く」

　すっかり開き直って、早くそこに触れて欲しいと懇願する。

　アルダは掠れ声で「はい」と返事をして、指先を秘芯へと向かわせた。

「ぁっ――あ、はぁっ……」

　指が肉粒をなぞる。絶妙な力加減だ。

　膣口から溢れた蜜がアルダの指をぬめらせる。それを肉芽に塗りつけられる。

「ひあぁああっ……！」

　危うく絶頂してしまうところだった。

（まだ、だめよ……。だって）

　絶頂してしまえば、この蜜戯が終わってしまう。

『発情の呪』は絶頂すれば治まるということになっているから、そうなればアルダはそれ以上のことをしてこないだろう。

（嫌よ、まだ）

　もっと触れられたい。

　めちゃくちゃに弄りまわされたい。夜は長いのだ。

　イレーナは必死に快感に耐える。

「姫様」と呼びかけられながら乳首を弾かれる。同時に淫核を嬲られると、決意も虚しく全身が大きく痙攣けいれんして果てを見た。

「あ、あぁ――」

　達してしまった。

（もっと愉しみたかったのに……）

　イレーナは緑眼を固く閉じて俯いた。
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　鳥の囀さえずりで目が覚めた。

　自室の周辺に木はないから、鳥の鳴き声で起きるということはまずない。

　そうだ、ここはイレーナの寝室――。

　アルダは両眼を開けて状況を確認する。イレーナを胸に抱いてベッドで寝ていた。

（……そうだった）

　イレーナは絶頂したあと「まだ体調が優れないからベッドで抱き込んでいてほしい」と言うので、そうしたのだ。

　イレーナの様子を注視していたつもりが、いつの間にか自分も眠ってしまっていた。

　アルダはそっとベッドから抜け出し、ソファに腰掛けて「はあぁ」とため息をつき頭を抱えた。

　どう考えても、呪じゅを抜きにイレーナに夢中になっていた。己の欲を抑えられないことに危機感を覚える。

（気を引き締めなければ。もうすぐ姫様の生誕祭だ）

　その準備に追われ、慌ただしくなることだろう。

　一人コクコクと頷いて、アルダは自身を戒いましめる。

　そうして数日が過ぎ、イレーナの生誕祭を迎える。

（厳戒態勢で当たらねば）

　ローゼンブルク国での式典と同じく大広間に王侯貴族が集い食事をする。

　イレーナの側には侍女たちが入れ替わり立ち代わりやってくる。

　アルダは目を光らせた。イレーナの食事はあらかじめ毒見をした。

「イレーナ殿下」

　ステラだ。彼女はイレーナの世話係は担っていない。いったいなんの用だろう。

「のちほど部屋に来てほしい、とパトリス陛下が仰せです」

「そう。わかったわ」

　その後も特に変わった様子はなく、イレーナの生誕を祝う宴は滞りなく進んだ。

　大広間を出るイレーナに付き添う。どういうわけか眠そうに目を擦っている。

「どうなさいました？」

「なんだか……異様に眠くて。でも大丈夫。パトリスお母様のもとへ行かなければ」

　その足取りはふらふらとしておぼつかない。

（よほどお疲れになったのだろう）

　アルダはイレーナの腰と肩を支えて歩いていたものの、女王の部屋を目前にしてイレーナはいっさい動かなくなってしまった。

「姫様!?」

　横向きに抱え上げ、寝室へと運び医者に診せる。

「――うん、眠っているだけですね」

　医者は「それにしても……う～む」と唸って首を傾げる。

「歩いている途中で眠ってしまわれるとは――。これは、眠り薬を飲まされた可能性があります」

「眠り薬――？」

　アルダは顎に手を当てて考え込む。

（食事に眠り薬が混入していたのであれば、私だって眠くなっているはずだ）

　飲み物の器には銀製を使用しているので、毒物が混入すればすぐにわかる。だが眠り薬となれば、銀とはいえ反応しないだろう。

（姫様に近づいた侍女はごく身近な者ばかりだ）

　アルダは侍女たちの顔を思い浮かべる。

（そういえば……ふだん身のまわりの世話をする侍女以外にも、ステラが来た）

　眠り薬を混入させた人物はイレーナを眠らせていったいどうするつもりだったのか――。

（もしや……ステラは姫様をパトリス陛下のもとへ行かせたくなかった？）

　それで、グラスに眠り薬を入れたのだろうか。

　だが証拠はない。ただの憶測だ。決めつけるのはよくない。

（それに、姫様は眠っているだけだ。明日になればパトリス陛下のもとへ行くことができる）

　眠らせたところでなんの意味があるというのだろう。

　考えれば考えるほどわからなくなる。

（とにかく、姫様がお目覚めになるまでけして離れないようにしよう）

　ほかのだれも寄せつけず、ずっとそばで見守ろうと決め、アルダはイレーナの手をそっと握り込んだ。
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        第五章　羨望せんぼうの矛先ほこさき


　これほど目覚めがよかったことがいままでにあっただろうか。

　目を開ければそこにはアルダがいた。窓から射し込む光が柔らかくアルダを照らす。

　にっこりとした極上の笑みで「おはようございます」と言われれば、この上ない幸福感に包まれる。

「アルダ……」

　朝陽に目が眩くらんで気がつくのが遅れたが、アルダの目元は黒ずんでいた。幸福感に浸っている場合ではない。

「私……どうしたのかしら」

　アルダが説明してくれる。昨日の生誕祭で、飲み物に眠り薬が混入しており、いままでずっと寝ていたらしい。

「姫様、申し訳ございませんでした。私がついていながら……」

「いいのよ、毒ではなかったのだし。それに……私のことを心配して一晩じゅう起きて見守ってくれていたのでしょう？」

　アルダの頬が朱を帯びる。

「あなたはいまから眠って？」

「いえ、どこに危険が潜んでいるかわかりません。姫様を狙う輩やからはごく近くにいる可能性が高い」

　イレーナは表情を曇らせる。

「でも、少しも眠らずに私を守れる？」

「うっ」という具合にアルダはたじろぐ。

「眠って体調を整えなければ、いざというときに力が出ないのではなくて？」

「……それは、そうですが」

「はい、交代よ」

　アルダを無理やりベッドに寝かせる。

「大丈夫。しばらくはこの部屋から出ないし、だれも部屋に入れない」

「ですが姫様のお食事が――」

「棚にお菓子があるから、ひとまずそれを食べて自分で紅茶を淹れるわ」

「でしたら私が準備いたします」

「んもぅ、何度言えばわかるの？　アルダは眠って」

　アルダは眉を下げて「わかりました」と答えた。

　イレーナは「うん、うん」と頷いて棚から菓子を取りだす。棚の菓子は日常的にアルダが毒見をして、鍵を掛けてしまっているので問題ないだろう。

　続き間で湯を沸かし紅茶の準備をする。だれにも話していないことだが、早朝に目覚めたときは侍女を呼ばずに自分で紅茶を淹れることがしばしばある。

　紅茶の淹れ方は侍女の見様見真似だ。彼女たちのように極上の紅茶を淹れることはできないが、そこそこ美味しいと自負している。

　ローテーブルの上に菓子とティーポット、それからカップを並べた。菓子を食べ、紅茶を飲む。

　アルダは言いつけどおり眠ったようだ。

（よかった。少しでも眠らなくては、保もたないわ）

　軽食を終え、アルダの寝顔を覗き込む。呼吸はとても静かだ。その唇をついジィッと見つめてしまう。

（アルダにはいろんなところを弄いじってもらっているけれど……）

　唇同士を重ね合わせたことはない。それは愛し合う恋人同士がすることだ。

（アルダは私に、ほんの少しもそういう感情を持っていないのかしら）

　そうだとしたら、あんなことをさせて申し訳ないという気持ちも出てくる。

「ごめんね、アルダ」

　小さな声で謝った。

　アルダは「すぅすぅ」と規則正しい寝息を立てて眠っている。

　彼女が起きているときに謝罪すればよいものを――なんて卑怯ひきょうで臆病なのだろう。

（そうよ……私はそういう性質たちなの）

　ならばアルダが寝ているすきに唇を奪ってしまおう。

　イレーナは開き直って身を屈め、アルダの唇に顔を寄せる。

　ドキン、ドキン……と胸の鼓動が強くなる。

　ベッド端に両手をつき、艶やかなアルダの唇を目指す。

　すると目の前が急に碧くなった。唇に触れる寸前で碧眼と視線が絡む。

「……っ!?」

　二人は同時に息を呑んだ。イレーナは慌てて飛びのく。

「ご、ごめんなさい。起こしてしまったわね」

　しどろもどろになりながら後ろ歩きをして、壁の前で止まる。

　イレーナは両手を胸に当てて俯いた。心臓はいまだにドクドクとうるさい。

「その……あなたの頬になにかゴミがついていたようだから、取ろうと思って」

　なんて苦しい言いわけだろう。

「そう――でしたか。申し訳ございません。私が急に起きたので驚かれたでしょう」

　アルダは無造作に黒髪を掻き上げながら身を起こし、両頬を摩った。

「ぇっ？　ぁ、ええ……」

　彼女が勘違いをしてくれてよかった。

　イレーナはコホンと咳払いする。

「ずいぶんと眠ってしまいました」

　壁掛け時計を見ながらアルダが言った。

「なに言ってるの。ほんの一時間じゃない」

「いえ……三十分のつもりでしたので」

「もっと長く寝ていてもよかったくらいよ。……起こしてしまったのは私だけれど」

　ベッドから抜けだして目の前に立ったアルダを見上げる。

「ごめんね……？　アルダ」

　本当に謝りたいのは別のことだ。彼女の本意ではないことをさせているかもしれない罪悪感と、寝込みを襲おうとしてしまったことを謝罪したつもりだ。

　イレーナが「睡眠の邪魔をして悪かった」と言っていると思ったアルダは「いえ、とんでもございません。ちょうどよい睡眠時間でした」と口にして笑った。

　扉の向こうからコン、コンとノック音が聞こえ、

「おはようございます、リタです」という声が響いた。

　イレーナはすぐに「どうぞ」と入室を促す。

　顔を出したリタは困り顔だった。

「ミス・ステラから伝言がございまして……。姫様のお加減がよろしいのであれば、両陛下のお部屋にいらしてほしい、と」

　イレーナは「あぁ」と声を上げる。

（そうだったわ。パトリスお母様のもとへ行く途中だった）

「ええ、すぐに行くわ。アルダ、悪いけれど付き添いを頼めるかしら」

「かしこまりました」

　両親の部屋へ行く。アルダはいつもどおり部屋の外で待機だ。

「――あなた、昨日はこの部屋に来る途中で倒れたと聞いたけれど」

　クレアが心配そうに訊いてきた。

（睡眠薬を飲まされたことは伏せておいたほうがいいわね）

　イレーナは「はい。ご心配をお掛けして申し訳ございません」と謝る。

「生誕祭のあいだはずっと気が張っていたので、少々疲れてしまったようです」

「いまはなんともないのですか？」とパトリスが尋ねてくる。

「よく眠りましたら、万全の体調です」

「それはよかったわ」

　そう言うなりクレアは壁際に控えていた侍女たちに目配せをした。

　侍女たちが二人がかりで大きな花束を運んでくる。

「十八歳の誕生日おめでとう、イレーナ。大きくなったわね……」

　感慨深そうにクレアが言った。

「まぁ……！　ありがとうございます」

「このままあなたの部屋へ運ばせましょう。おめでとう、イレーナ」

　パトリスが穏やかにほほえむ。今日ばかりは『婚約者候補』の話はなかった。

　花束は執務室へと運び入れた。部屋のあらゆる花瓶に活けてもなお花々が溢れている。

　部屋いっぱいになった花を見て微笑していたアルダだが急に「あっ」と声を上げた。

「どうしたの？」

「あ、その……私は、なにも準備しておらず……」

　アルダは頭を下げながら「申し訳ございません！」と謝った。

「いやだ、いいのよ。私の警護というだけで重荷なのだから、プレゼントにまで気がまわるはずないわ」

「重荷など、そのようなことはございません」

　アルダはごく真面目な顔つきになって首を横に振る。

　イレーナは曖昧に笑った。

「でも、そうねぇ……。プレゼントはキスがいいわ」

　あぁ、なにを言っているのだろう。

「頬に――くちづけて？」

　ドクドクドク……と、アルダが目覚めたときよりもずっと緊張している。

「挨拶のキスと同じよ」

　平静を装って言ったが、アルダはどう捉えているのか、先ほどから目を見開いたまま固まっている。

　彼女の喉元がゴクリと動くのがわかった。

「では……」

　一歩、二歩とアルダが近づいてくる。

　両肩にそっと手を置かれた。僅かに引き寄せられる。アルダが身を屈める。

　柔らかな唇が、頬に一瞬だけ触れた。

　アルダは目を伏せて言う。

「お誕生日おめでとうございます」

　なんて幸せなのだろう。天にも昇る心地になった。

「お祝いの言葉を申し上げるのが一日遅れになってしまいましたね」

　どこかぎこちなくそう言って、最愛の人は離れてしまう。もっと彼女に寄り添っていたかった。

「さ、さあ……食事にしましょう。アルダも、お腹が空いたでしょう？」

　気を取り直して提案すると、アルダは「はい」と答えて笑った。




　アルダがずっとそばにいてくれるのはいいが、彼女の行動をひどく制限している気がする。

（日課の鍛錬だって、ずっと行っていないのだろうし）

　昼食を済ませ陽が傾きかけた頃、イレーナは机仕事をしながらアルダに声をかける。

「ねえ、鍛錬に行ってきてはどう？　あなたの執務はもう片づいたのでしょう？」

「そうですが……しかし」

　アルダは心配そうに眉根を寄せて難色を示す。

「ずっと私に付き合わせてばかりでは心苦しいの。だから、ね？　行ってきてよ、アルダ」

「お気持ちは嬉しいですが」

　なおも断ろうとするので、

「少しのあいだなら大丈夫よ。部屋からは出ないし、リタについていてもらうから」とイレーナが言うと、リタはにっこりと笑って「どうぞ、アルダ様。ごゆっくりとご鍛練なさってください」と同調した。

　アルダはそれでも困惑しているようだったが、緩くほほえんで「ではお言葉に甘えて」と言い席を立つ。

「すぐに戻りますので」

　そう言い残してアルダは部屋を出ていった。するとリタが、

「念のため内鍵を掛けておきましょうか」と訊いてきたので「ええ」と施錠を促した。

「果物でもお召し上がりになりますか？」

「そうね、いただくわ」

　リタはティーワゴンの上に載っていたリンゴと果物ナイフを手に取り皮を剥きはじめる。

「ところで、姫様はアルダ様のことをどうお思いなのですか？」

「なぁに、唐突に」

「いえ、どうなのかなぁと思いまして」

　アルダとはなんでもない。ただの護衛の騎士だ――とは言いたくなかった。言葉にすると、それが真実になってしまいそうで嫌だ。

　イレーナは羽根ペンをスタンドに戻して視線を彷徨わせる。

「ええと……そうね。特別な人、かしら」

　言ってしまったあとで頬が熱くなった。アルダ本人には、とてもではないが聞かせられない言葉だ。

「そうですか……。私も同じです」

　思わぬ返答だった。イレーナは驚いて顔を上げる。

「私もアルダ様をお慕いしています。姫様よりも、ずっと」

　リタは手元のリンゴに視線を落としたまま言葉を継ぐ。

「なのに、許せない――」

　彼女と目が合う。リタはいままでに見たこともないような表情をしていた。

　瞬時にゾクッと全身が総毛立つ。頭の中で警鐘が鳴りはじめる。

　剥きかけのリンゴがカーペットの上に転がった。

　リタが手放したのはリンゴだけだ。果物ナイフはしっかりと彼女の手に握られている。

「リタ……!?」

　呼びかけながら椅子から立つ。彼女の顔には明らかな憎悪と敵意が滲んでいる。

「私のアルダ様に、ベタベタベタベタと……」

　イレーナはふと思いだした。

（そうだわ、リタも……アルダの鍛錬を見にいっていた）

　アルダに恋い焦がれていたのは自分だけではない。

　リタもそうだったのだ。

（とにかく、このままではまずい）

　自分の身になにかあればアルダが気を揉む。心配をかけてしまう。アルダはきっと自身を責めるだろう。

　無事でいなければ――。

「ねえ、姫様。私とアルダ様なら身分としてもぴったりだと思わない？」

　アルダは子爵位、リタは男爵家の三女。たしかに身分的にはちょうどよいのかもしれないが――そういうことではない。

　互いの気持ちが通じ合っていることが大切なのだ。

　そう思い至ったあとで、発情の呪を理由にアルダと触れ合いを持った自分はたしかに、リタに咎められても文句は言えないのかもしれないと思った。

「でも、岩を落としたときのアルダ様は本当に素敵だったわ」

　うっとりとした様子でリタが言った。

「岩を落とした――？」

　もともと冷めきっていた体が、氷水を浴びたようにいっそう底冷えする。

「まさか、葡萄畑での落石は……」

「そう。私が人に頼んでしたことよ」

　リタがウィナンの住民と話していたことを思いだす。

　貴族である彼女がどうやって農民と親しくなったのだろうかと疑問だった。あれはきっと取引をしただけだ。岩を落とした報酬を渡していたのだろう。

　イレーナはキッとリタを睨む。

「へたをすればアルダが怪我をしていたわ！」

「……っ、うるさい！」

　火に油を注いでしまった。激昂したリタが一歩、二歩と迫ってくる。しだいに歩調が速くなっていく。

「姫の立場を利用してアルダ様をそばに置くおまえは断罪されるべきなのよ！」

　リタが果物ナイフを振り上げた。

「――っ!!」

　避よけることができたのは偶然だ。アルダのように俊敏ではない。

「ぅ、くぅ」

　呻きながら身を翻す。リタは棚に突き刺さったナイフを必死に抜こうとしている。イレーナは隠し扉へと駆け、暗い通路に出た。

　王宮の廊下に出る扉には先ほどリタが内鍵を掛けたから、開けるのに少々手間がかかる。そのあいだに後ろからグサリとされてはたまらないから、抜け道のほうを選んだ。

（リタは初めからこうするつもりだったのだわ）

　部屋に閉じ込めて襲うつもりで施錠したのだと合点がてんした。

　隠し通路があったことはリタにとっては誤算だろう。

　しかし危機的な状況には違いない。イレーナはわき目も振らず、細く暗い道をひた走る。

「待て！」

　リタの叫び声が聞こえた。やはり追ってきている。

　ふだんからこうして抜け道を往復していてよかった。明かりがなくとも勘で道がわかる。

　道の終わりまで走る体力があったことにも感謝した。

　外に出て、だれかいないだろうかと探す。

（ううん――でも、私の味方をしてくれるとは限らない）

　身のまわりの侍女という近しい人物の裏切りにあったイレーナは半ば疑心暗鬼になっていた。

（信頼できる人物でなければ）

　そうして思い浮かぶのはアルダの顔だ。彼女に迷惑はかけたくないと思ういっぽうで、結局は頼ってしまう。

（アルダ……！）

　人目を避け、愛しい人の姿を求めて鍛錬場へ急ぐ。

　このときはきっと冷静ではなかった。

　だから、袋小路へと入ってしまったのだ。

（行き止まり――）

　高い壁を見上げる。鍛錬場はこの壁の向こうだ。

　これ以上は進めない。引き返さねばならない。

　しかし退路はすでになかった。果物ナイフを持ったリタが、もうすぐそこまで来ている。完全に追い詰められてしまった。

「リタ……ッ」

　なんとかして説得できないだろうかと呼びかけたものの、頭の中は真っ白になっていて、なにひとつ言葉が出てこない。

　イレーナは胸元に手を当てて後ろ歩きをする。背に壁がぶつかった。

　ふたたびナイフをかざされる。刃が陽光をきらりと反射した。

「――!!」

　そこへ、頭上からなにかが降ってきて眼前に立ちふさがった。そうかと思うと、リタの手からナイフが弾き飛ばされていた。

「ァ、アルダ様――」

　リタはよろよろと後ずさり、尻もちをつく。

　どこからともなく騎士たちが集まってきた。リタを取り囲む。

「ぅ、うぅっ……」

　リタは項垂うなだれて嗚咽おえつを漏らした。

　アルダが振り返った。「姫様！」と叫びながら駆け寄ってくる。

「お怪我はありませんか!?」

　アルダの顔は真っ青だった。頬や手を忙せわしなく撫でまわされる。

「なんとも、ないわ」

　思いのほか小さな声しか出てこなかった。いまさらながら体が震えて、瞳に涙が浮かぶ。

　悲痛な面持ちのアルダに抱き寄せられる。

「もう、大丈夫ですから」

　耳元でアルダの優しい声が響いた。

　温もりに包まれて安心したせいか、瞳に溜まっていた涙が外へ零れて滝のようになった。




　私室に戻るとアルダが紅茶を淹れてくれた。ほかの侍女を呼ばなかったのはアルダなりの配慮だろう。

（だって、まさかリタが……）

　アルダを慕うあまりあのような行動に出るとはだれが予測できただろう。

　リタは地下牢に繋がれ、然しかるべき機関が取り調べをするのだという。

「申し訳ございませんでした。私の目は節穴だ」

　青い顔で、懺悔ざんげさながらにアルダが言った。

　イレーナはゆっくりと首を横に振る。

「それを言うなら私もよ。……人の頭の中というのは本当にわからないわね」

　その言葉や態度が必ずしも真意だとは限らない。

　リタが心に秘めていた感情に、なぜ少しも気がつかなかったのだろう。もっとまわりに気を配っていれば――と後悔する。

　しばらく沈んでしまっていた。アルダはソファの前に膝をつき、心配そうな顔で覗き込んでくる。

（そうだわ。まだお礼を言っていない）

　コホンと咳払いをして気を取り直す。

「助けてくれてありがとう、アルダ」

「……騎士として当然の務めです。むしろ、危険に晒してしまったことを謝らなければなりません」

　アルダは依然として悲痛な面持ちのままだ。

「お願いだから……そんなに自分を責めないで」

　すっかり血の気の引いた頬を両手で覆う。

「あなたのそんな顔は、見たくないの」

　突如、ドクンッと全身が脈動する。

「――っ!!」

　イレーナは胸を押さえて背を丸めた。

「姫様!?」

　急に体じゅうが熱くなり、胸とそれから足の付け根がうるさく鼓動しはじめる。

「発作が……出た、みたい」

　それも、いままでの比ではない。すぐに呼吸が荒くなり、全身が性を求めて燻りだす。

「んぁ、あっ……アルダ」

　愛しい人に縋りつく。

　アルダは眉根を寄せたまま頷いて、イレーナのドレスを乱しにかかる。いつになく性急にドレスを脱がされ、コルセットを緩められた。

　シュミーズもまた同じように、一気に腰元まで引き下ろされる。あっという間に胸が明るみに出る。

　そこへアルダが顔を埋めるので、驚いてしまう。

「ァ、アルダ？」

「ん……。姫様――」

　脇腹を撫で上げられ、ゾクゾクとした甘い疼きがひた走る。

　胸を揉みしだかれれば乳首が嬉しそうに小躍りする。

「はぅん、んっ、あぁんっ……！」

　乳頭はすでに凝り固まっていた。硬く尖っている薄桃色の棘のすぐそばを頬ずりされる。

「ゃっ、くすぐったぃ……！」

　身を捩ってもアルダは頬ずりをやめない。まるで「愛おしい」と言われているようだ。

（都合のいい解釈だわ）

　真意は確かめてみなければわからない。先ほど身をもってそれを知ったばかりだ。

　アルダの唇が乳輪を掠める。

「ひあぁっ！」

　驚きと快感で体がビクッと跳ね上がる。

　乳首の根元を、ちゅうぅっと水音を立てて吸われた。

「ぁあっ、ふはぁああっ」

　足の付け根から蜜が溢れでるのをありありと感じる。早くドロワーズを脱いでしまいたい。もうビショビショだ。

　思いが通じたのか、アルダの両手がスカートの中に入り込んできてドロワーズを下へずらした。履いていた靴も、ドロワーズと一緒に放られる。

「ぁう、んっ……ベッドへ……」

　するとアルダはすぐにイレーナの体を抱え上げ、ベッドへ運んだ。そっと下ろされる。

　イレーナはアルダの後頭部に手を伸ばし、髪を束ねていたリボンを解く。艶のある黒髪が壁掛けランプの光にきらきらと反射しながら散り、垂れ落ちてくる。

　アルダの頬はいつになく赤い。彼女もまた興奮しているのだろうか。

「あっ――んぅ」

　左の乳房をぐにゃりと鷲掴みにされ、ぐるぐると押しまわされる。

　同時に胸の先を指で上下に弾かれ「ぁっ、はぁうっ、んぅっ」と高い声ばかりが出る。

　アルダは身を屈め、乳輪を舌で辿っていく。

「あぁあぁあん……！」

　膨らみのいただきには舌はまだ触れていない。

　それなのに気持ちがよくて、恥ずかしいくらい過剰に反応してしまう。

「アルダ……ふぅ、んぁっ」

　呼びかけると、舌が薄桃色のいただきに登りはじめた。

「あぁ、はぅうぅうん……っ」

　熱い舌の感触は、ほかのなんでもないところに這わせられるのとはわけが違う。

　硬く凝り固まった敏感な乳頭には、舌で軽くなぞられるだけでも至上の心地よさだった。

　ベッドに仰向けになっていたイレーナは下半身をビクン、ビクンッっと小さく上下に弾ませた。

（やだ――もう、絶頂してしまった）

　しかしまだ、焦がれるような性の燻りは続いている。

　イレーナはアルダの背に腕をまわし、ドレスシャツを手のひらで撫で上げる。

「ふ――」

　アルダの声が微かであっても、あらゆる欲を刺激される。

（私ったら……本当に、どんどん欲ばりになる）

　愛しい人の素肌に触れたい。

　もっと深く触れ合いたい。

「アルダも……脱いだ、ら？」

　ドクドクと胸を鳴らしながら提案した。

「……いえ、私はこのままで」

　その返答に愕然がくぜんとする。「どうして」とは尋ねられなかった。

　アルダはイレーナが瞳を潤ませていることには気づかず口を開け、胸の蕾を食はむ。

「あぁんっ……！」

　じゅうぅっと水音を立てて吸い上げられると、身も心も快感一色になって、ほかのことはなにも考えられなくなる。

　アルダの舌先が胸の先を上下左右に嬲る。硬い棘は、どれだけ弄ばれても頑なに尖りきっている。

「ふゎあぁ、あぁああんっ！　あ、あぁあっ……！」

　高い声が出るのを自分では止められない。

　羞恥心はどこへ行ったのか、大きな声で喘ぎながら体を揺する。

　スプリングのよく効いたベッドだから、そうして体を揺すると大きく弾む。

　アルダは乳頭を口に収めたままイレーナの太ももを撫で上げた。

「あふぅう、うぅっ」

　ドレスやコルセットは腰元でもたついていた。もういっそすべて脱いでしまいたいと思ったが、アルダが絶え間なく胸の先を吸い上げるのでそんな暇いとまはない。

　足の付け根、陰唇のすぐそばを指でツツッとたどられる。

「はぅう、うぅん……」

　内股をモジモジと擦り合わせる。アルダの右手を挟み込んでしまう。

「ぁ、ご、ごめんなさい」

　とっさに謝ると、アルダは口元に笑みを浮かべて「いえ」と呟いた。

　それから彼女が舌なめずりをするので、ドキリとしてしまう。その肉厚な舌が乳首を舐めていたのだと思うと、触れられてもいない右の胸蕾が尖る。

「あぁ……も、たまらない」

　思ったことがそのまま言葉に出てしまい焦るものの、アルダは嬉しそうにほほえんでいるのでよしとする。

「ねぇ――早く」

　羞恥心を棚に上げて懇願する。

「では……脚を広げてください」

　思わぬことを言われ、たじろぐ。

「ん、んぅ……」

　呻きながら両足をゆっくりと左右に開く。

　イレーナの陰唇は濡れていて、太もものほうにまで愛蜜が滴したたっていた。

　まだ陽も落ちないうちから、こんなふうに脚を広げて秘所を見せつけているなんて――。そう思うのに腰を揺すっている。触れられるのを催促する自分がいる。

　アルダの喉元がゴクリと動くのがわかった。彼女の右手が花びらを掠める。

　この期ごに及んでまだ焦らすのかと、イレーナは不満を露わにアルダを見つめる。

　アルダは息をつき、陰唇の上で楕円を描く。

「あっ、んぁっ……」

　指は触れるか触れないかのぎりぎりのところを撫でている。触れることに躊躇いがあるようにも思えた。

「やぁあ、あぁん……っ！」

　たまらず腰を捩ると、アルダの指に秘所を擦りつけるようになった。

「んぁぅ」

　イレーナは耳まで真っ赤にしながらも、突きだした腰を引きはしない。そのまま腰を揺すって、アルダの指の感触を愉しむ。

　アルダの喉がまた動くのがわかった。

「……姫様」

　そのあとに続く言葉はない。

（アルダの息遣いも……荒い）

　彼女も、間違いなく興奮している。そう思い至ると嬉しくて、心身が悦びに湧き立つ。

　指が花芽の下端から上端までをゆっくりとなぞり上げた。

「ひあぁあぁ……あぁあぁあんっ！」

　もっと、もっと刺激がほしい。たった一撫でではまったく足りない。

「もっとよ……アルダ……！」

　みっともなく乞う。

　アルダは低い声で「はい」と返事をして、今度は上から、震える肉粒を撫で下ろした。

「ふぁぁああぁっ！」

　イレーナが絶叫すると、アルダはそのまま指で淫核を上下に擦り立てた。

　ベッドが弾むことでふるふると不規則に揺れるイレーナの乳房の先を二本の指でつまんだアルダは、もう片方の乳首をふたたび口に含んでそれぞれの箇所を同時に貪りはじめる。

「ぃあぁあああっ、だめっ、そんな……あぁあ、あぁあぁんんぅっ!!」

　途方もないまでの快感が全身を駆け巡った。

　意思とは無関係に手足がピンと伸びきって、ドクン、ドクンという脈動に合わせて全身が痙攣した。

「はぁ、あ、ぁ……っ」

　一瞬だが目の前が真っ白になった。頭の中も同じで、いまだにぼんやりとしている。

　アルダがすぐそばに横たわった。髪を指で梳かれる。するとどうしてか、どこもかしこもくすぐったくなった。

　イレーナは緑眼でアルダを見つめる。

　誤解や曖昧な態度があらぬ事態を招く。

（はっきりさせなければ）

　イレーナは勇気を振り絞り『真意』を確かめる。

「ねえ、アルダ……？　私のこと――どう思っている？」

　髪を撫でていたアルダの手がピタリとその動きを止めた。アルダは視線を彷徨わせて俯く。なにも答えない。

　言うのを躊躇っているのか、あるいは言いたくないのか、どちらともつかない。

　イレーナは乳房や下半身を晒したあられもない姿のままアルダの頬を両手で覆う。

「愛しているの、アルダ」

　言葉で紡ぐつもりのなかった本音が口から出てしまった。

　こうなればもう、想いの丈をすべて伝えるしかない。

「アルダなしでは私は生きていけない。あなたが必要なの……！」

　必死に訴えかけた。

　アルダの眉根がピクッと動く。彼女の瞳はいつになく潤みを帯びていた。

「私も――」

　いまにも泣きだしそうな顔のアルダは初めて見る。

「姫様がいない世界なんて、考えられない」

　アルダの瞳は涙のヴェールで覆われていた。互いの顔の距離が縮まっても、不快感などあるはずもなく、それどころか吸い寄せられるように彼女を求める。

　涙に濡れた碧い瞳がすぐそばに迫っている。

　喉から手が出るほどずっと、ずっと欲しかった。

　愛しい人と唇同士で交わす初めてのキスは甘く、それでいてどこか切なさに満ちていた。
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        第六章　解呪


　イレーナはどうやら深い眠りに就いたようだ。

　アルダはそっとベッドを抜けだし、壁際に置かれているもうひとつのベッドに仰向けに寝転がり、片腕で目元を覆った。

　このところイレーナを前にすると理性的でいられない。

　感情のままにイレーナの体や、唇まで貪ってしまったことをひどく後悔していた。

（それに、まさか――）

　告白されるとは思ってもみなかった。

　いや、心のどこかでは期待していたのかもしれない。イレーナは自分のことを好いているのではないかと。それが妄想ではなく現実のものとなったことが嬉しい反面、困惑している。

（私だって姫様を愛している）

　彼女の唇の感触を思いだしたくて、自分の口をすりすりと摩る。

　一生を添い遂げられればどれだけ幸せだろう。

　だが現実はそうはいかない。イレーナはグルーヴ王家の継承者だ。

　間違っても、子爵位の騎士が結婚できる相手ではない。

　このグルーヴ国には厳格な爵位制度がある。身分差を押して結婚した者は皆無といっていい。

　適切とされる身分の枠を超えて結婚を望むとは即ち、爵位を捨て駆け落ちするよりほかに方法はないのだ。

（なにもかも捨てて、姫様と駆け落ちする……）

　そんなことをすればだれからも恨まれる。

　たとえイレーナが駆け落ちを了承したとしても、一国の姫を誘拐するようなものだ。

　アルダはゴロンと寝返りを打ち、別のベッドにいるイレーナの寝顔を見た。無防備な顔をして、よく眠っている。

　アルダはキュッと強く唇を噛み、固く目を閉じた。




　アルダはイレーナの執務室に置いていた机を自室に戻して仕事を片づけていた。

　イレーナの護衛には、既婚で信頼のおける騎士をつけている。

（姫様を守れるのは、私一人というわけではない）

　代わりはいくらでもいる。

　イレーナに忠誠を誓う者は数多くいる。長年、王宮に身を置く者ならば皆そうだ。だがリタのように王宮に入って日の浅い者には注意が必要だ。

　そんなことを考えていると、部屋の扉が外側からノックされた。

「ご報告に参りました」

　現れたのは取調官だった。取調官は羊皮紙を手にリタの供述を淡々と語る。

　イレーナの部屋の鏡に塗り付けられたトマト、葡萄畑での落石、生誕祭での睡眠薬――すべてがリタの仕業であり、生誕祭時は睡眠薬で眠らせて殺害するつもりだったという。

「なぜそのようなことを……。動機は？」

「それが――」

　それまで平坦に話をしていた取調官がとたんに表情を曇らせた。

「イレーナ殿下を亡き者にして、アルダ様と結婚したかった――と」

　アルダは碧眼を大きく見開き絶句した。

（そんな……それでは）

　イレーナが襲われたのは自分のせいだ。

　リタの言動にもっと気をつけていれば防げたことなのかもしれない。そう思うとますます自身の不甲斐ふがいなさが際立った。




　机仕事を片づけたあと、アルダはイレーナの執務室を訪ねた。一人では行かず他の騎士と一緒に、だ。

　扉をノックするとすぐに「どうぞ」という声が返ってくる。

「アルダ！　いらっしゃい」

　部屋にはイレーナと、それから三人の侍女がいた。イレーナの身のまわりのことは複数の侍女で行うことになっている。そうすることで互いに監視をするためだ。

　元来、王族の世話はそうして行うことになっていた。イレーナが「必要最小限でいい」と言うので最近はリタ一人が世話をしていたわけだが、今回のことがあって、イレーナに接する際は二人以上で、と義務付けられた。

　従って、以前のように二人きりで会うことはできない。

　それが許されるのは婚約者か、あるいは伴侶となった者だけ――。

　アルダは執務机を挟んでイレーナと向かい合う。

「今回……姫様が襲われたのは私のせいです」

　するとイレーナは笑顔から一転して眉を顰ひそめた。

「なにを言っているの？」

「取調官から、リタが犯行に及んだ理由を聞きました」

「それは――っ」

　イレーナは言葉を切り、唇を噛みしめて目を伏せる。

「……たしかに、リタの動機はそうよ。でもあなたにはなんの責もない」

　きっぱりと言い、イレーナは言葉を足す。

「むしろ、気がつかずに無神経なことをしていた私が……いけないのよ」

「そのようなこと！」

「もうやめましょう。議論しても仕方のないことよ」

　アルダは眉間に皺を寄せ、小さな声で「わかりました」と言い部屋をあとにした。
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　イレーナは中年の護衛の騎士二人とともに両親のいる部屋へ歩いていた。例のごとくパトリスに呼びだされたからだ。

（なんだか全然、アルダと二人きりになれないわね）

　リタに襲われた日から二日ほど経ったが、幸か不幸か発情の発作は起こっていない。

　両親のいる部屋の大扉前に着くと、両側に立っていた騎士が「イレーナ殿下がお見えになりました」と声を張り上げた。

　中から「どうぞ」というクレアの声が響く。

　騎士が開けた扉から中へと入ったイレーナは「ご機嫌麗しゅう」と定型句を述べてレディのお辞儀をした。

「災難だったわね」とクレアが言うので、イレーナは「ご心配をおかけしました」と詫びた。

「やはり、あなたの周辺の者を精査するべきです」

　パトリスが険しい目つきで見つめてくる。

「お言葉は嬉しいのですが……その必要はございません。私は信じたいのです。周囲の者たちを……そしてリタを」

「あなたを襲ってきた張本人を？　極刑ではなく国外追放に留めるよう進言したそうですね。彼女の家の爵位も取り上げないよう掛け合ったとか」

　厳いかめしい顔をしているパトリスに向かってイレーナは毅然とした態度のまま答える。

「考えなしの――愚かなことをしているのかもしれません。ですが、まずは私が信じなければ」

　リタの更生を信じる。

　そうでなければ、だれからも信頼してもらえない。それは嫌だ。

　パチパチパチ、という拍手が聞こえた。手を叩いているのはクレアだ。

「恐れていてばかりではよい治世はできない。それでこそ次期女王にふさわしいわ」

「……！」

　クレアにはめったに褒められることがないので、驚いてしまう。同時に、少しは認めてもらえたような気がして嬉しかった。

　するとパトリスは、どこかバツが悪そうに「コホン」と咳払いをして小さな声で「そうですね」と呟いた。




　両親の部屋から戻る途中、廊下を歩きながらイレーナは悶々としていた。

（それにしてもアルダはどうしてプロポーズしてくれないの!?）

　やっと想いが通じ合ったというのに、いったいなにを躊躇っているのだろう。むしろ、以前よりもよそよそしくなった。

（二人きりで会えなくなったからかもしれないけれど……）

　だがそれならそうと、婚約者候補に名乗りでてくれればよいものを――。

「あら、お姉様」

　廊下でベリンダとばったり会う。

「聞きましたわよ。大変な目に遭われたと」

「ええ、まあ……。そうだベリンダ、少し話しましょう」

　イレーナは妹のベリンダをサロンへと誘った。侍女を引き連れてぞろぞろとサロンに入る。侍女たちは慌ただしく紅茶の準備をして、ソファに並んで座るイレーナとベリンダに差しだした。

「給仕ありがとう。妹と二人きりで話がしたいから、悪いのだけれど――」

　すると侍女たちは低頭してサロンを出ていった。

　扉が閉まるなり、声を潜めてイレーナは話しだす。

「じつはね、今回は悪いことばかりではなかったの。アルダと……その、想いが通じ合ったの」

「まぁ！」

「でも、アルダは求婚してくるそぶりがまったくないのよね。どうしてだと思う？」

　ベリンダは口を開けたままパチパチと目を瞬しばたたかせる。

「……恋は本当に人を盲目にするのね」

　妹の呟きに、イレーナは首を傾げるばかりだ。

「なぁに、どういう意味？」

「本当にわからないのですか？」

　イレーナは怪訝けげんな顔になってコクコクと頷く。

「アルダは身分差を気にして、お姉様に求婚できないのよ」

　今度はイレーナが何度も瞬まばたきをする番だ。

「お姉様は王族。かたやアルダは……たしか子爵だったわよね。せめて侯爵位であればねぇ……」

　そうだ、すっかり失念していた。

　浮かれていた気分が急降下して地に落ちる。

　アルダと想いが通じ合った嬉しさで、ほかのことを度外視してしまっていた。

「あぁ、でもお姉様？　ローゼンブルクの姫――アレシア様は身分のない猫耳の異界人とご結婚なさったけれど、とても幸せそうよ。この国ほど爵位を重視していないからかもしれないけれど」

　その言葉を聞くなりイレーナは表情を明るくした。ベリンダもほほえんでいたが、しだいに顔が曇る。

「でもやっぱり……パトリスお母様に一蹴されてしまいそう」

　ベリンダがパトリスの口真似をして「隣国は隣国です」と言うので、たやすくそのことが想像できてしまい、イレーナはますます落ち込んだ。




「イレーナ殿下、どうなさいました？」

　廊下をとぼとぼ歩いているとレイチェルに話しかけられた。

「ティアニー公爵……」

　浮かない顔のイレーナを見てレイチェルはなにか察したらしく、

「私でよろしければご相談に乗りましょう。お話を聞かせてくださいませんか？」

　イレーナは応接室でレイチェルに目下の悩みを話す。

「――というわけなの」

「なるほど……」

　レイチェルは顎に手を当ててしばし考え込む。

「爵位については心当たりがあります。どうぞ私にお任せください」

「え、えっ？」

　それ以上はなにも言わず、レイチェルは満面の笑みを浮かべた。
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　早朝の鍛錬場では大剣が風を切る音が耳によく響く。

　アルダは無心で剣を素振りしていた。

　朝の鍛錬を終えて執務室へ向かっていると、王宮のエントランスホールでレイチェルと老年女性が話をしているのを見かけた。

（あれは、ティアニー公爵と――）

　ローゼンブルク国へ行く途中の街オンザで出会った老年の女性だ。放浪の旅人がなぜ王宮内にいるのだろう。

　こちらに気がついたらしい老年女性に手招きされる。

「オンザではどうもありがとうございました」

　女性は頭を低くして丁寧に言った。アルダはすぐに「とんでもございません」と答えた。するとレイチェルが、

「おや。アルダ殿はハンソン侯爵と顔見知りでしたか」

「えっ？」

　つい聞き返してしまう。

「私は名乗りませんでしたからねぇ。ですが存じていましたよ。イレーナ殿下はもちろん、護衛の騎士であるあなたのこともね」

　女性――ハンソン侯爵が目元に皺を作って笑うと、レイチェルは「そうでしたか」と相槌を打った。アルダは困惑したまま両者を見比べる。

「ああ、私とハンソン侯爵は親類なのですよ。侯爵は旅好きでね。供もつけずによく放浪なさる」

　レイチェルの話を聞き、それで侯爵はオンザを一人で歩いていたのかと納得した。

「うーん……」

　レイチェルはなにやら考え込んだあと、

「ハンソン侯爵？　アルダ殿に爵位をお譲りになってはいかがでしょう」

　唐突にそんなことを言いだすので、アルダは驚きのあまり声を出せなかったが、心の中では「ええええっ!?」と大いに叫んでいた。

「それはいい考えねぇ」

　大したことではないかのようにハンソン侯爵が頷く。

　だが爵位の継承は、そう簡単に決められることではない。侯爵位ともなるとなおさらだ。

「ハンソン侯爵には子がいない。だが親類にも、すぐに爵位を継ぐことのできる者はいないのですよ。侯爵は前々から爵位をだれかに譲って旅三昧したいとおっしゃっていてね。ちょうどよい機会だ」

　するとハンソン侯爵は目元の皺を濃くして朗らかな笑みを浮かべた。

「あなたになら喜んでお譲りしよう」

「ですが、こうも簡単に……。よろしいのですか？」

　レイチェルが笑みを深める。

「アルダ殿にとって侯爵位は必要なものなのでは？」

　彼女の言うとおりだ。

　その身分は、何年も切望してやまなかったもの――。

「……っ、ありがとうございます」

　アルダは瞳に水粒を滲ませて深く首こうべを垂れた。




　ハンソン侯爵から正式に爵位を譲り受けることになったアルダは玉座ぎょくざの間にいた。

　いまからここで女王から爵位を賜る叙勲式じょくんしきが執とり行われる。クレアとパトリスの後方には盛装したイレーナの姿があった。今日は一段と麗しい。

　そのすぐそばにはステラが控えていた。勲章が載った、赤い生地のふかふかとした台座を両手に持っている。

「ハンソン侯爵位を授けます」

　クレアが宣言すると、イレーナがステラとともに歩みでてきた。イレーナはステラが両手に持っている台座から勲章を取り、アルダの胸につける。

「ありがたき幸せ」と口にしてアルダは跪ひざまずいた。

　叙勲式を終えたアルダは胸にバルフ子爵位とハンソン侯爵位の勲章を掲げて、ごく内輪の祝賀会に臨む。

　この祝賀会はレイチェルの提案だ。広間にはクレアとパトリス、それからイレーナがいる。レイチェルを加えて、そうそうたる面々と円卓を囲む。子爵位のままではけして顔を合わせることはなかっただろう。

「両陛下にご提案がございます。アルダ殿をイレーナ殿下の婚約者候補として推薦しようと思うのですが、いかがでしょうか」

　レイチェルの発言に一同が目を丸くした。もっとも驚いているのはパトリスだ。いっぽうクレアは、わかっていたかのようにほほえんだ。

　イレーナは破顔し、アルダは呆気にとられる。

　クレアはほほえんだまま言う。

「それはよい考えだわ。ねえ、パトリス？」

　パトリスはアルダをジィッと見つめたあと小声で「ええ、まあ」と言った。

「ティアニー公爵の推薦なのです。さぞ立派な方なのでしょう」とパトリスが言葉を足したので、アルダはたじろぎながら「ご期待に沿そえるよう頑張ります」と宣誓するのだった。

　祝賀会は短時間でお開ひらきとなった。皆、公務に忙しい。

　広間を出ていったレイチェルをアルダは追いかける。

「ティアニー公爵！」

　呼び止めると、レイチェルは微笑を浮かべて振り返った。

「なにからなにまで……本当にありがとうございました」

　爵位に推薦人に――と、悩みの種はすべてレイチェルが解決してくれた。彼女が政治的な手腕に長たけているというのを実感する。一時いっときでも嫉妬して敵視してしまったことを心の中で反省した。

「私は殿下のご意向に従ったまで。あとの大事はあなたしだいだよ、アルダ殿」

　それはつまり、イレーナへのプロポーズを成功させ発情の呪を解くことを意味している。ティアニー公爵が呪いのことを知っているのかどうか定かではないが、そういうことだ。

　アルダは力強く頷くのだった。




　アルダはイレーナにプロポーズするため、指輪を準備した。花を象かたどった銀彫刻を台座にして、イレーナの瞳と同じ色のエメラルドを埋め込んだものだ。

　レイチェルの推薦で婚約者候補となったことで、イレーナと二人きりで会うことを許されるようになった。レイチェルには感謝してもしきれない。

　王宮の庭の生け垣は目の高さまであり、上から見ると幾何学模様になるよう駆り込まれ、迷路のようになっている。

（庭で待っていてほしいと言ったのに）

　イレーナの姿は見当たらない。

　彼女はきっと迷路の先にいる。そう直感した。アルダは指輪の箱を持ったまま早足で迷路を進む。

　夕陽が眩まぶしい。目を細める。

　茜色あかねいろの空の下もと、暖かな色の陽光を纏まとったイレーナがいた。

　女神のごとき美しさに惚ほうけてしまう。

「――アルダ？」

　呼びかけられて我に返る。「は、はい」と上ずった返事をすると、イレーナは口元に手を当ててクスクスと笑った。

　彼女の銀髪が風に舞い、陽光を乱反射して煌きらめく。

　アルダは一歩、二歩と前へ進みイレーナの眼前に立った。

　彼女がこちらを見上げてくる。抱きしめて頬ずりしたい衝動に駆られたが、いまするべきことではない。

　アルダは跪いて膝を地面につき、手に持っていたベルベットの小箱を開けて最愛の人に捧げた。

「どうか私の伴侶になってください」

　強い風が吹いて、イレーナの銀髪を横になびかせる。

　イレーナは膝を折り、アルダが持っていた小箱ごと両の手のひらで包み込んだ。

　指輪と同じ輝きを持つエメラルドの瞳は潤みをたたえていた。




　イレーナと挙式の日を迎えることになるとは夢にも思わなかった。いや、渇望していたことではある。

　彼女の隣に立つのはほかのだれでもなく自分でありたいと、心の奥底ではもうずいぶん前から思っていた。

　ロングトレーンのウェディングドレスに身を包んだイレーナに神々しさを覚えながら、礼拝堂の中を連れ立って歩く。アルダはドレスではなく重厚なジャケットとボトムスを着ていた。イレーナもアルダも、身に着けているものはすべて純白だ。

　参列者はごく身近なものだけに限られ、厳おごそかな雰囲気のなか挙式は粛々しゅくしゅくと進んだ。

　挙式で、もっとも緊張したのは誓いのくちづけのときだ。歯と歯がぶつからないように慎重に唇を寄せる。

　イレーナにはそれが焦れったかったらしく、結局は彼女のほうから深く唇を食まれ、皆の前で濃厚なキスをして永遠の愛を誓った。




　挙式後、晩餐会ばんさんかいを終え、寝室に入る頃には真夜中になっていた。

　二人は互いに別の場所で身を清め、寝室で落ち合うことになっている。

　アルダは窓辺から外を眺める。イレーナはまだ来ていない。

（今夜は満月か……）

　結婚して初めての夜に光を添えてくれる美しい月だ。

「綺麗ね」

「――！」

　いつの間にやってきたのか、すぐ後ろにイレーナがいた。騎士たるもの、そう簡単に近づかれてはいけないというのに――自分はいまひどく浮かれている。

（こんなことでは姫様をお護りできない。気を引き締めねば）

　ところが心拍はずっと上がったままだった。

　これまでだって二人きりで会うことは多々あったのに、晴れて伴侶となったいま、どうも気恥ずかしさが先に立つ。

　イレーナもまた同じ思いを抱いているらしく、頬を紅潮させて俯き加減で視線を部屋のあちらこちらに走らせている。

（ここは、年上の私がしっかりとリードするべきだ）

　初めての夜をどう過ごせばよいのかは知っているが、実践するのもまた初めてだから、要領を得ない。

　これまでの人生でかつてないほど極度に緊張していた。イレーナにかけられた呪じゅを解かなければ、という使命感もある。

　アルダは伴侶を見つめる。

　湯上がりのイレーナはいつにもまして艶つやっぽかった。上気した肌と香油の甘い匂い、それから湿り気を帯びた銀の髪が官能に訴えかけてくる。透け感のある純白のナイトドレスが、いっそう彼女を蠱惑的こわくてきにする。

　翡翠の瞳は小さく左右に揺れていた。

（まずはベッドに誘って……それから……）

　頭の中で順序を確認していると、

「こっち――早く」

　イレーナがアルダのドレスシャツの袖をつまんで引っ張る。

「は、はい」

　伴侶に誘いざなわれるままベッドへ行く。ベッド端に腰掛けるなり視界が大きく揺らぎ、天蓋を見ることになる。

　仰向けになったアルダは「姫様!?」と驚嘆の声を上げた。

　イレーナが膝に乗っている。最愛の人に組み敷かれている。

　大きく開いたラウンドネックから、深い谷間が覗いていた。

「……脱いで、アルダ」

　イレーナの気迫に押されて頷くものの、ドレスシャツのボタンを自らの手で外すだけでも羞恥心が込み上げてくる。

　ボタンを首のほうから三つほど外したところで、

「やはり私は服を着たまま――」

　そう切りだすと、有無は言わせないとばかりにイレーナはアルダのドレスシャツのボタンを下まですべて外してしまった。

　ドレスシャツの中にはシュミーズだけだ。湯上がりなのでコルセットは着ていなかった。

　イレーナはアルダの太ももに跨またがったまま深呼吸をする。

（姫様も緊張なさっているのだろうか）

　彼女めがけて両手を伸ばし、ナイトドレスのリボンを解ほどく。純白のナイトドレスは胸のリボンを解けば全体が緩むようになっていた。

　透き通るように白い肌の上を、ナイトドレスの布地が滑り落ちていく。

　そうしてイレーナの乳房の半分ほどが明るみに出た。

　薄桃色は尖った形をしていた。アルダはついそれを凝視してしまう。

　そちらに目を奪われていたせいで、衣服を肩からずらされ、自身もまた乳房が露呈していることにしばらく気がつかなかった。

　イレーナが大きく息を吐きだす。彼女が上体を低くすることで、乳房同士がしだいに近づいていく。

「ぁっ……」

「ん……っ」

　乳房同士がぶつかり、アルダとイレーナはそれぞれ小さく喘いだ。

　イレーナはシーツの上に両手をついて、肩を揺する。のしかかられても、心地よさしかない。

「ずっと――こうしたかったの」

　イレーナは頬を赤くして言葉を継ぐ。

「あなたと触れ合いたかったの――！」

「――っ!!」

　心臓がドクドクと激しく脈を打つ。

　イレーナの胸の先を目で追う。乳首はなかなか重ならない。

　それなのに、二人とも胸の先はすっかり尖って硬くなっている。

　ベッドに仰向けに寝転がっているだけだが呼吸が荒くなり、胸が大きく上下する。

　アルダは少しも動けなかった。

　瞳を潤ませたイレーナが肩を揺すって乳房を押しつけてくるのを、ただ見ているだけ――。

「あぁっ……！」

「ひぁぁんっ！」

　ようやく乳首同士が触れ合った。とたんに喩たとえようのない快楽に襲われ、体じゅうがカァッと熱くなる。

　イレーナの表情もまた官能的だった。口を半開きにして「ふぁ、あぁん」と喘ぎながら懸命に肩を揺らして胸の先を擦りつけてくる彼女がいじらしくてたまらない。

「ん、んっ……。硬い、です……姫様」

　呼びかけると、イレーナの頬はますます朱を帯びた。

「だって……きもちぃ……っ」

　か細い声で白状するイレーナを見ていると、自然と手が出てしまう。

　アルダはイレーナの乳房を掴み、その先端を意図的に自分の乳頭に押しつけた。

「ひゃっ、あぁ……あぁぅ……！」

　四つの乳首が激しくぶつかり合う。興奮は高まるいっぽうだ。

「ァ……アルダ……ッ。ふっ……あぁ、んんぅ……！」

　自分自身を支えきれなくなったらしく、イレーナは両手をガクガクと震わせて突っ伏した。

　それまでよりも強く乳房同士が重なり合う。

　彼女の乳首が自分の乳房に埋うずまるえもいわれぬ感触を愉しみながら「んっ、ふぅ」と呻く。

　イレーナも同じ心地なのか「はぅうぅん」と啼ないて大きく息をついた。熱い吐息が首筋にかかる。

　アルダはイレーナの背に腕をまわし、その存在を確かめる。

　挙式してもなお信じられなかった。

　恋い焦がれてきたイレーナが生涯の伴侶になったのだということを、腕の中に閉じ込めることで実感する。

「愛しています」

　イレーナの耳元でアルダが紡いだ。姫の両肩がピクッと揺れる。

「……ずるいわ。私も、言おうとしていたのに」

　いまにも涙が零れそうな瞳でイレーナは困ったように笑う。

　赤い頬を覆い、唇を寄せる。幸福感が際限なく広がっていく。

「ん……ふ、うぅ……」

　イレーナの嬌声が耳朶じだをくすぐる。情欲を刺激される。彼女を求めるあまり、いつのまにか体勢が逆転していた。今度はアルダがイレーナを組み敷いている。

「姫様――」

　ちゅっと唇を啄む。しだいにそれだけでは物足りなくなってくる。

　もっと、もっと深いところまで知りたい。

　気がつけば彼女の唇を舌で割っていた。

「んむぅ」

　小さく喘いで、イレーナは悩ましげに眉根を寄せる。

　上顎や下顎、歯列を辿って舌の根元を絡め取る。大胆なことをしている自覚はあるが、やめられない。

　あらかじめ頭の中で思い描いていた手順とはまったく違う。予定どおりにはいかないものだ。

　それでも満ち足りている。

　銀糸を引いて名残惜しく唇を離したあと、アルダはイレーナの白い肌にくちづけながら膨らみの稜線を上った。

　仰向けに寝転がっていても、イレーナの乳房の美しさは損なわれない。

　双丘の片方には唇で、もう一方には指を這わせていただきを目指す。

　唇と指はほぼ同時に薄桃色に差しかかる。

（不思議だ……）

　乳輪は、唇で触れるのと指でそうするのとでは感触が違った。

　その差に夢中になったアルダは執拗に乳輪に口を押しつけ、もう片方の薄桃色には指で丹念に円を描いた。

「ゃあん、あぁんっ」

　イレーナは身悶えして銀の髪を振り乱す。

　彼女が感じているのが嬉しくて、アルダはますます調子づく。

　凝り固まった胸蕾をパクッと口に入れ、もう片方は指で嬲なぶった。口に含んだ乳頭を思う存分、味わう。

（なぜ甘いのだろう）

　錯覚にほかならない。そう思うのに、舐めれば舐めるほど甘さが増していく。

「ひゃんっ、ぁんっ……やぁあんっ！」

　か細くも高い声をもっと聞きたい。その一心で必死に舌を動かす。

「だめっ、やぁっ……あぁああっ！」

　イレーナの体がビクビクと収縮する。

　アルダは顔を上げて尋ねる。

「乳首だけで達いってしまわれましたか？」

　わざとらしかっただろうか。

　イレーナの頬が羞恥の色に染まる。

　腕や腰に引っかかっていたナイトドレスを引き剥がし、イレーナを生まれたままの姿にする。

　アルダもまた身に着けていた衣服をすべて脱いだ。

　互いに裸になると、それまでとは桁違いの羞恥心に襲われた。

「……恥ずかしいの？」

　イレーナに指摘され、ますます頬が火照ほてる。

「ふふっ……いままで私ばかり肌を晒してきたのだもの。仕返しよ」

　そう言ってイレーナは下から両手を伸ばしてきた。

「全身に触れさせて――」

　アルダは「へっ？」と頓狂な声を上げる。

「いえ、それは……」

「だめなの？　……私に触れられるのなんて、イヤ？」

「まさか、そのようなことは」

「じゃあいいわね」

「～～っ」

　イレーナは得意げに口の端を吊り上げて、アルダの大きな膨らみを鷲掴みにする。

「ん、んっ……ひめ、さま」

　見られるだけでも居たたまれないのにこんなふうに揉みくちゃにされては堪こたえる。

「――私は、いいですから」

「ひゃっ！」

　アルダはイレーナの両手をベッドに押しつけた。そのあとは片手で、彼女の頭上でひとまとめにする。

「やっ、ゃん」

　乳首をつまんで引っ張ると、イレーナはすぐに大人しくなった。

　イレーナの両腕から力が抜けたのをいいことに、アルダは彼女の乳頭のひとつを舌で嬲り、もう片方は指で弾き、空いている右手で花弁を探った。

「ひゃ、あぁん、あぁぁっ！」

　ピク、ピクンッと震え上がるイレーナをしげしげと眺める。その反応が面白くてつい、焦らしもせず舌と指で秘所を捲し立てる。

「ぃあっ、やぁあぁああっ――!!」

　身を仰け反らせながらイレーナは大声で叫んだ。その呼吸は荒く、大きな乳房があらゆる方向に弾む。

「も、もぅっ……いっぺんにするの、だめ！」

　絶頂したことをまたからかわれると思ったのか、イレーナは胸元を押さえて背を向ける。

　アルダはついギクリとしてしまう。

　イレーナの背には鮮やかな薔薇が咲き誇っていた。

　呪いには違いないのに、あまりにも美しいので禍々まがまがしさは感じない。

　不意にローズの言葉がフラッシュバックする。

『真実の愛を以って蜜を注ぐこと』

　イレーナの呪を解くにはそれが必要不可欠だ。

　アルダは息を呑む。

「姫様――」

　伴侶の肩と腰をそっと掴んでゆっくりと横たえる。それから、片脚を持ち上げて陰唇の様子を探った。

　イレーナの花びらは蜜にどっぷりと濡れ、てらてらと艶なまめかしく光っている。アルダはそれをうっとりと見つめた。

（蜜を注ぐ……とは、おそらくこういうことだ）

　互いの脚をクロスさせて絡め合わせる。

　脚の付け根の小さな豆粒同士を触れ合わせるのは、思っていたよりも難儀だった。

「ふぁっ……ぁ、あっ」

　微細な刺激でもイレーナは気持ちがよいらしく、陰部を擦りつけると嬉しそうに喘いだ。

「ん、はぁ……っ、姫様」

　アルダの膣口から溢れた愛液がイレーナのそこを濡らす。二人してぐちゃぐちゃになっていく。

　たまらなくなってイレーナの乳頭をつまむ。すると同じことを返された。

　指の腹を使って胸飾りを扱しごき上げる。腰を揺する動きと相まって、しだいに激しくなっていく。

「ぁんっ、はぁうっ、あぁあぁん……ッ、アルダ」

「はっ、あぁ……うっ、んぅ……ひめ、さま」

　快感はどんどん昇りつめ、あっという間に恍惚境こうこつきょうへと辿りつく。

　二人は同時にビクン、ビクンッと体を震わせた。

　アルダは横たわるイレーナの背中側に突っ伏す。

　はぁはぁと荒く息をしながらアルダは思う。

（発情の呪は……どうなった？）

　イレーナの真っ白な肌を撫で上げる。すると背の薔薇は時を追うごとに薄くなり、最後には跡形もなく消え去った。

「姫様、背の模様が消えました。呪じゅは……解けた、のでしょうか」

　すると彼女が急に寝返りを打つので驚いてしまう。

　向かい合うなり唇を塞がれた。一瞬、触れるだけの軽いキスだ。

「いいえ、この魔法は永遠に解けないわ。……だって、燻っているもの」

　イレーナがほほえむ。

　開け放たれたカーテンから覗く満月が、愛しい伴侶イレーナを柔らかく照らしていた。
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        終　章　真意


　侍女たちが大小の箱を運んでくるのをイレーナは喜々として眺めていた。

「ありがとう。ここに置いてくれる？」

　テーブルの上に箱を置いてもらい、さっそく蓋を開ける。

「あの、私たちも拝見してよろしいでしょうか？」

　侍女たちがおずおずと訊いてきた。

「もちろん、いいわよ」

　すると侍女たちはイレーナが箱の蓋を開けるのを手伝い、興味津々といった様子で中を覗き込む。

「まぁ……！」

　一同は声を揃えて感嘆した。

　そこには色とりどりの異界の下着が整然と並んでいた。

「素敵ですねぇ……」

　侍女たちはうっとりしている。

「試着してみる？」

「いっ、いいえそのようなこと！」

「そう？　……では今度、試着用にいろいろなサイズの下着を輸入するわ」

　彼女たちは口々に「ありがとうございます！」と言った。

「ところでそちらの小箱は、贈り物ですか？」

　侍女の一人が、リボンで包装されている小箱を指し示した。

「ええ、そうなの」

　イレーナが頬を赤らめると侍女たちは「アルダ様へですね？」と言いニンマリする。イレーナは赤い顔のままコクリと頷いた。

　その日の昼下がり、アルダが執務室にやってくる。

「忙しいのに、呼びつけてしまってごめんなさい」

「そのようなこと」

　アルダはほほえんで首を横に振った。

「これを……あなたに贈りたくて」

　小箱を差しだすと、アルダは目を丸くした。贈り物をされるとは思っていなかったようだ。

「ありがとうございます。開けてみてもよろしいですか？」

「どうそ」

　アルダは頬をほんのりと赤くしていそいそと包みを開ける。

「これは……異界の下着、ですね？」

「ええ」

　イレーナは口元に手を当てて、アルダの様子を見ながら話す。

「この下着はね、ブラジャーとショーツと言うそうよ。ほら、ここに書いてある」

　説明書のような紙切れを掲げてみせる。

「ねえ、着てみて？」

「え――。い、いまですか？」

　イレーナはコクコクと何度も首を縦に振って着用を急かす。

「で、では……」

　アルダはくるりと身を翻し、壁のほうを向いて服を脱ぎはじめた。

（そんなに恥ずかしがらなくてもいいのに）

　伴侶アルダの体はもう知り尽くしている。だがそれを言葉に出すのは憚はばかられるので、イレーナは大人しくアルダの背を眺めていることにした。

　ところがアルダはブラジャーとショーツを着け終わっても、なかなかこちらを振り返らない。

「アルダ、どうしたの？　こっちを向いて」

「……はい」

　アルダは壁を背にして恥ずかしそうに立っている。なおも「見せて」と呼びかけるとようやくアルダは体の向きを変えた。

　漆黒の布地に覆われた乳房は谷間が強調され、くびれた腰やビキニラインと相まって芸術的だ。

　思ったとおり、彼女には黒がよく似合う。もちろんアルダはほかの色だって着こなせるに決まっているが、この色が一番しっくりくる。

「これは……私の体にぴったりですね。いつの間に採寸を？」

　イレーナはニッと笑い「さあ、いつでしょう」ととぼける。

　採寸は彼女が熟睡しているときに行おこなった。

　それにはなかなか骨が折れた。アルダは常に眠りが浅く、少しでも触れれば目を覚ましてしまうからだ。

　騎士としてそういうふうに鍛錬してきたのだろう。

　だから、一晩じゅうたっぷりと蜜事を愉しんだあと、彼女の眠りが深くなるタイミングを見計らって、一人で慎重に採寸した。

「ねぇ、アルダ。今日はこのままずっとその恰好で私のそばにいてくれない？」

「えぇっ!?」

　珍しく頓狂な声を出してアルダはパクパクと口を動かしている。

「ふふ――冗談よ」

「もう……姫様ったら」

　アルダは胸を撫で下ろしていたが、半分は本気だったので残念だ。

「それはそうと、リタから手紙が届いたの」

　柔らかだったアルダの表情がとたんに凍てつく。

　イレーナは微笑して執務椅子に腰掛け、引きだしから手紙を取りだす。

「一文目には謝罪の言葉があったわ。そのあとは、彼女の実家の爵位を取り上げなかったことに対してのお礼。それから最後に、リタはいま国外の騎士と恋に落ちて熱愛中だということが書かれていたわ」

　ウィンクしてみせると、アルダは困ったような笑顔になって「そうですか」と呟いた。




＊




「――久しぶりに森へ行きましょう。二人きりで」

　イレーナの提案に、アルダは「はい」と二つ返事をしてほほえむ。

　太陽が天高く昇る頃、前を行くイレーナの姿を見失わないようにアルダは森の小道を進んだ。

　アルダは侯爵位を得ただけでなくイレーナの伴侶となったことで公務が増えた。そのため、このところはイレーナの護衛には別の者がつくことが多かった。

　だがいまは二人きりだ。

（二人きりのときは私が全力で姫様をお護りする）

　結婚後もそれは変わらない。

　イレーナはいまだに危なっかしいところがある。よく注意しておかなければ。

　水の祠の前を通りかかる。

「姫様？　くれぐれもお手を触れませんように」

　するとイレーナはくるりと身を翻して振り返った。

　銀の髪が風にたなびく。イレーナは意味深な笑みを浮かべている。

「私ね、知っていたの。水の祠に触れれば発情の呪いにかかることを。禁秘書架で読んだの」

　目を見開く。驚きのあまりなんの言葉も返せなかった。

「知っていて――あなたを嵌はめたのよ。狡猾こうかつな女でしょう」

　アルダは無言で唇を震わせ、首を横に振る。言葉が出てこない。

「でも、どうしても……アルダが欲しかったの」

　ああ、どうすれば護れるのだろう。いまにも泣きだしそうなイレーナに、どういう声を掛ければ泣かせずに済むのか、アルダにはわからない。

「あなたを心配させて、振りまわして……ごめんなさい。でも、そうでもしなければアルダは私に手だししないでしょう？」

　まさかそんなふうに想われていたなんて――。

　喉の奥がツンと響く。

　イレーナに近づき、彼女の目尻に溜まった涙を拭うと、反対に自分の目から水粒が零れた。

　涙ぐんだまま笑うイレーナをそっと抱き寄せる。そのまま手を繋いで先へ進んだ。

　拓けた花畑に出ると、二人は木の下で寄り添った。

　イレーナが腕に胸を押し当てて密着してくる。肌に触れる柔らかな感触に、あらゆる欲を刺激される。

　彼女の体を貪りたい衝動に駆られるものの必死に我慢する。

（ここで姫様に手だししていては、いざというときにお護りできない）

　目を瞑って無心になろうとしていると、

「ねえ……怖い顔して、なにを考えているの？」

「いえ――なんでもありません」

　そう言いながら彼女のほうを振り向くと、イレーナはいつの間にそうしたのか下着姿になっていた。

「ひ、姫様!?」

　きょろきょろとあたりを見まわして、ほかにだれもいないか確認する。

「だれも見ていないわよ」

　イレーナはあっけらかんとしている。

「アルダ？　私たち伴侶になったのだから、遠慮せずになんでも言って？」

「あ……その……。今日は姫様をお護りする立場ですから、ここで妙なことはできない、と……」

「アルダなら、妙なことをしながらでも私を護れるでしょう？」

　新妻はクスクスと笑っている。

「それから姫様呼ばわりも、いいかげんにやめてもらえるわよね」

　結婚してからイレーナには再三、そう言われた。だが長年のことで、なかなか呼称が改まらないのだ。

　ジィッと見つめられる。アルダはとうとう観念する。

「イレーナ様」

　だがイレーナは小難しい顔をして首を横に振る。

「呼び捨てて……。そのほうが嬉しい」

　ぎゅっと抱きついてくる。可愛らしい。

「私ね……あなたに護られることが幸せなの。だから私も、あなたを護れるようになりたい」

「ええと、それは……鍛錬をなさるおつもりで？」

「やだ、そういうことじゃないわ。まあ、鍛錬といえばそうかもしれないけれど。肉体的なことではないの」

　アルダは首を傾げてしばし逡巡する。

「では……私の、立場を……？」

　正解だったらしく、イレーナは頬をほんのりと赤くして頷いた。

　アルダは小さく息をつく。いまは安穏としているが、王宮に陰謀はつきものだ。さまざまな思惑に溢れているがゆえに、敵意というものは自然発生する。

　そしてそれは、イレーナの伴侶となったアルダにも当然、及ぶ。

「……ありがとございます」

　発した声が震えてしまった。

　イレーナの加護を過度に期待しているわけではない。

　なにがあってもイレーナを護るのは自分だ、という気概だってある。

　それでも彼女の気持ちが嬉しかった。

　護りたいという思いは一方通行ではないのだ。

　感情が昂ったせいで、両腕が勝手に動いてイレーナのブラジャーのホックを外す。

　最初はこのホックを外すのに手間取っていたが、いまや片手でもできる。

「ぁん……」

　感情の赴くまま、緩んだブラジャーを押し上げて乳房を露呈させる。

「私の子を孕はらんでください、イレーナ」

　無性に告げたくなった。

　イレーナの秀麗な眉がピクッと動いて、耳が朱に染まる。

　こういうことを言うとイレーナは必ずといっていいほど照れる。いつだって初心うぶな反応をしてくれるので、それがまた愛らしい。

　アルダは性急にイレーナのショーツをずり下ろして足から抜けさせた。膝を割って左右に広げ、その中央を観察する。

　こんなところで妙なことはできない、と尻込みしていたはずなのに、いまや自分のほうが積極的だ。

　すべてはイレーナが魅力的すぎるせい。

「まだなにもしていないのに、もうこんなに濡らして――」

　口の端を上げ、アルダはイレーナの顎を掬すくい、くちづける。

「んむぅ」

　イレーナも負けていない。深いくちづけを交わしながら、アルダの衣服を乱して胸と下半身を露出させる。

「ねえ……いっぱいかけて？」

　イレーナの細い指が狭道に潜り込んでくる。恥骨の裏側を一定のリズムで擦り立てられる。

「ん、んっ……あ、あぁ……イレーナ……！」

　アルダはあっという間に快感を極める。ぷしゅうっと勢いよく噴きでた液体がイレーナの蜜口をどっぷりと濡らす。

「あっ、ぁっ……もっと……アルダ……ッ」

　方々ほうぼうで鳥が囀り、木洩れ日が体を火照らせる。

　アルダはイレーナの胸を掴んで押し倒す。

　そうして二人は、日暮れまでこの場所で睦み合うことになる。
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